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　服の上からじゃ目立たなかったしっかりとした胸板に触れると、心臓がドクン、と跳ねる音がした。熱い。私の手のひらが、緊張で冷えてしまっているせいかもしれない。

　正直これは、ここまでは、想定外だ。

　自慢じゃないけど……というか自慢にはならないけど、彼氏いない歴４年目に突入した私には、ちょっと刺激が強すぎやしないだろうか。

　スカートの裾から、そっと指先で太ももを撫でられると、身体が、期待で小さく震えた。すかさず私の脚の間に膝が押し込まれて、脚を閉じることもできなくなってしまう。

「ちょ、ちょっと、待っ……」

「待たない」

　普段とは違う有無を言わさぬ口調に、顔が熱くなる。やばい。私たぶん、今、顔が真っ赤だ。

「こっち向いて」

「っ、でも」

　顔を隠そうとうつむいた私の顎に指を添えて、目線を捉えられた。大好きな甘い目尻。彼の瞳の奥がジリジリと熱を帯びていくのがわかる。真剣な眼差しから、熱情が溢れていて、見つめられただけなのに「この人が好き」って感情が胸の奥に広がる。

「……かわいい」

「んんっ」

　唇が重ねられる。私のすべてを奪うような、激しいキス。緊張して固くなっていた私の唇を、そっと解すように何度も、何度も角度を変えて。空気を求める振りをして薄く開いた唇へ、誘われるように彼の舌先が侵入してくる。背中に回された指先が触れたところから、舌先から、彼の太ももが当たっている下着の奥から、快感が全身へ走り抜けていくのがわかった。

「……あかね、好きだよ」

「っ、わ、たしも……大好き」

　愛を囁いた彼の唇が、もう一度私の唇に重なるのを見ながら、私はそっと目を閉じた。






「松戸さん、エクセル得意よね。お願い、これ計算しておいて」

「……えっ？　えっと、でも、これ」

「よろしくぅ」

　渡された資料は、今日のうちに部長へ提出しないといけなかったもの。今から始めてもたぶん、計算してまとめるのに二時間はかかってしまう。ちなみに今は午後六時十七分。終業時間、十三分前。私に資料を押し付けていった、二つ先輩の金町さんは、スカートをひらめかせて同僚の人たちと一緒に化粧室へ向かってしまった。

「はぁ」

　仕方がない。私が一番下っ端なんだから。

　自分の分の仕事は終わって、今日こそは定時で帰れそうだと思っていたのに。結局、残業になってしまう。それに、部長もきっと帰ってしまうから、定時内に計算し終わらないことを先に報告しないと……。

「はぁ……」

　また、ため息が漏れる。

　うつむいたせいで下がってきた眼鏡を指で押しあげ、真っ黒なスーツの襟を正した。それから、資料を持って部長の座っている席へ向かう。

「あの、部長。この資料なんですが、今から計算するので本日中にお渡しするのが難しいかと思います」

「……今日中に提出のやつじゃないか」

「そうなんですが、先ほど――」

「言い訳はいい。今すぐ出さない限り確認は無理だ。定時を過ぎるなら自分で確認までして、人事部に提出しておけ」

「え、で、でも部長の承認がないと」

「自分が遅くなったからだろう！　まったく、言い訳していないでさっさと始めたらどうなんだ」

　最初に私を一瞥してから、部長は私の方を見もせず、ヤスリで爪を整えながらそう答えた。定時になったらすぐに会社を出られるよう、足元にカバンとスーツのジャケットが置かれている。

「……承知しました」

「先に承認のハンコだけ押しておく。いいか、くれぐれもミスのないようにな」

「……はい」

　言葉を飲み込むなんてことは、もう意識しなくてもできるようになった。言いたいことなんて、別にない。……いや、本当はあるけど、言っても無駄なことだってわかってる。

「はぁ」

　部長がすべての資料に判をつき終わるのを待って、自分の席に戻り、もう何度目だかわからないため息を吐いた。終業時間を知らせる音楽が鳴ると、金町さんたちが戻ってきて、「お疲れ様でしたー」と甲高い声を残して去っていく。

「お疲れ様でした」

　パソコンの画面に向かって発せられた私の言葉は、誰の耳にも届かない。誰も、私からの挨拶なんて期待していない。

「お、まーた残業か、松戸」

「桜庭さん……お疲れ様です」

「おいおい、そんな世界の終わりみたいな顔で返事するなよ。見てるだけで疲れるだろ」

　コロコロと笑いながらそう言った桜庭さんの言葉が、また私の気分を重くする。私、どんな顔をしてるんだろう。

「なんだこれ。お前これ、昨日もこんなのまとめてなかったか？」

「ああ、はい……まぁ」

「なんだその曖昧な返事。また誰かに押し付けられたのか」

「いや……」

「金町か？　やっぱり俺から一度言って――」

「大丈夫です！」

　思っていたよりも強めの口調になってしまった。

「大丈夫、ですから……」

　桜庭さんは、金町さんの同期で営業部のエースだ。同期からも先輩からも、もちろん後輩の私たちからも一目置かれている。だから、困る。金町さんだって、桜庭さんのことを憎からず思っているのは、普段の二人のやりとりを見ていればわかることだ。

「お前、いつもそう言うよな。だったらちゃんと、自分で断れよ。ストレスでハゲるぞ」

「……大丈夫です、うちの家系には今のところハゲはいません」

「十円ハゲに遺伝は関係ないだろ？　ただでさえモサいのに、十円ハゲなんかできたら目も当てられないだろ」

　また、桜庭さんの言葉が身体にズシリと重くのしかかった。

　でも、確かにその通りだ。

　うちの会社は美容関係、化粧品関係の会社なだけあって、比較的女性社員が多い。そしてそのほとんど、いや、むしろ私以外の全ての女性社員の人たちは、おしゃれで、綺麗で、なんだか強気なのだ。それに比べて――

「前から気になってたんだけど、メガネもスーツも、いつ買ったやつなんだ？　まさか就活の時のリクルートとか言わないよな？」

「……」

「……まじかよ」

　桜庭さんが、まるで絵に描いたようにわかりやすく頭を抱えた。

　大学生の時、化粧品売り場のＢＡさんに憧れて目指した会社だった。だけど、結局配属されたのは経理部で、社外の人に会うことも、お客さんの前に立つこともない。最初は私だって、おしゃれな女性を目指していたはずなのに。毎日毎日残業続きで、おしゃれをする必要も見た目を気にする余裕も、何より見せたい相手がいない状況で頑張る気力も理由もなくて。

「好きなこととか趣味とかないのか？」

「……好きな、こと」

　桜庭さんに言われて、考えてみる。好きなこと。趣味。この会社に入社してからの数年は、残業して家に帰ったら寝るだけで、週末も特に用事もなくて、平日に録画しておいたドラマやバラエティを見て、お昼寝して……気がついたら外が暗くなっていて、の繰り返しだ。

「……ないのか」

「はぁ。そう、ですね」

　桜庭さんの言葉に、頷くのがなんだか申し訳なくなった。桜庭さんはきっと本心から、私を心配してくれている。それがわかるから、すごく申し訳ない。

　心が、重たくなっていく。それを押し流そうと、私は自前の水筒に手を伸ばした。

　蓋をあけると、コーヒーの匂いが鼻腔をくすぐる。この時間になっても、家で朝入れて水筒に入れたコーヒーはまだほんのりと温かい。コップ一杯分だけ残っていたコーヒーを飲んで、私はホッと息を吐いた。

「なあ、松戸」

「はい？」

　さっきまで頭を抱えていた桜庭さんが、クリスマスの子供みたいに瞳を輝かせながらこっちを見ていた。

「それ、コーヒーだろ」

「あ、はい」

「好きなのか、コーヒー」

「……えっと、好き？」

　かどうかは、正直よくわからなかった。麦茶では物足りないし、目が覚めない。オシャレなカフェで毎日買ってたら、経済的じゃない。そういう理由から水筒に、自分で淹れたコーヒーを入れて持ってくるようになっただけ。

「松戸？」

「あ、えっと、コーヒーは」

　嫌いでは、ないかも。嫌いだったら、毎朝10分早く起きてコーヒーを淹れるなんて、習慣づかなかった気がする。香りは落ち着くし、うん、好きかも。

「好き、ですね」

「よし！　じゃあ今夜、いいところに連れてってやる」

「へ？」

「そうと決まったら、半分よこせ、手伝ってやるよ」

「え、いや、それはまずいです。他の部署の人たちの、経費の計算ですから。経理部外の人に見せるわけにはいかないです」

「おー、さすが。真面目だな」

　桜庭さんの言葉に、少しだけムッとする。悪気がないのはわかってるけど。

　真面目。

　それってつまり、つまらない女ってことだ。

「こっちは終わったやつか。金町がやったやつだろ」

「あ、ちょっと、見ないでくださいよ」

「へえ、広報の後藤、タレントの接待でこんなに使ってるのか」

「返してください！」

　資料を無理やり取り返すと、桜庭さんはつまらなそうに顔を顰める。

「じゃあ、早く終わらせろよ。先輩を待たせてるってことを常に意識しろ」

「待ってくださらなくていいんですけど……」

「生意気な後輩だな」

　桜庭さんの軽口に、思わず笑ってしまう。

「俺は俺で、営業の資料でもまとめておくから。終わったら声かけろよ」

「あ、はい」

　そう言って、桜庭さんは近くのオープンスペースでノートパソコンを開き、仕事を始めた。さっきまでの表情がコロコロ変わる、子供みたいな顔はどこにもなくて、その横顔は真剣そのもの。桜庭さんの営業成績がずっといいのも、こういう切り替えのうまさが影響しているのかもしれない。

（……よし、私もがんばろ）

　桜庭さんの姿に励まされて、私はコップに残ったコーヒーを飲み干し、パソコンに向かった。







◆








「ここ、ですか？」

「ここ」

　渡された資料は、金町さんが半分ほど終わらせてくれていたおかげで１時間ちょっとで完成した。……まあ、おかげも何も、そもそも私がやる仕事ではなかったのだけれど。頭をかすめたそんな言葉を振り払い、エクセルで計算したものを承認印がすでに押された資料に書き写して、人事部の人へ提出した。

　そして、桜庭さんに連れてこられたのは、飲屋街から一本はずれたところにある、一軒のお店だった。普段ならこっち側に来ることもないし、連れてきてもらわなかったらきっとお店の存在にすら気がつかなかったような。

「バー、ですか？」

「まあ、酒も飲める」

　何かを含むように笑いながら、明確な答えを教えてくれない桜庭さんについて、地下へ続く階段を降りていく。階段の手前に、「梟」と書かれた看板が置かれていた。私のイメージしていたバーの看板よりずっと上品で、ひっそりと佇んでいるのが印象的だった。

（……何だろう、変な感じ）

　階段を降り進めていくと、外の喧騒が嘘のように遠のいていく。水の流れるような音が聞こえて、店の入り口前にたどり着く頃には、さっきまでの景色や音は、別の世界のものだったかのように錯覚してしまう。

「……喫茶、梟」

「そう。ここ、夜中までやってる喫茶店なんだよ」

　重そうな扉を押し開けながら、さっきより声のトーンを落とした桜庭さんが、自分のもののように自慢げにそう言った。

　扉の隙間から、コーヒーの香りが漏れ出て、思わず大きく息を吸い込んだ。

（ああ……落ち着く）

　コーヒーの入った水筒を開けた時よりも、もっと濃厚で、濃いコーヒーの香り。オレンジ色の照明で照らされた店内は、まさに純喫茶という装いで、手前には五席ほどのバーカウンターがあった。その奥から、

「いらっしゃい」

　と、顔を出したその男性を見て、私は息を飲んだ。

　柔らかな口調、威圧感のない綺麗な背筋せすじ、優しい微笑み……綺麗に整えられた髪は全て後ろに流されているのに、きつい印象はない。丁寧にアイロンのかけられた真っ白なシャツと、黒いベスト、エプロンがとてもよく似合っていた。男の人に、それも自分よりきっとずっと年上の男の人にこんなことを言うのはおかしいかもしれないけど、すごく、綺麗な人。

「こんばんは、マスター」

　桜庭さんの声に、はっ、と我に返る。慣れた様子でカウンターに腰掛ける桜庭さんに続いて、私も慌てて隣の席についた。

「桜庭さん、久し振り。少し見ない間に痩せられましたね」

「あー、最近ちょっとだけ忙しかったんですよ」

「お疲れさまです。……そちらは、同僚の方ですか」

「あ、そうそう。後輩の松戸です」

　桜庭さんに紹介され、マスターに向かって小さく会釈をする。

「あ、えっと、松戸です」

「いらっしゃい、松戸さん」

「ど、どうも」

　妙に緊張して肩を強張らせている私を、桜庭さんが「松戸、オシャレな店だからって気後れするなよ」と小さな声でからかう。

「そ、そんなんじゃないです」

「そうか？　ほら、メニュー」

「ありがとうございます」

　カウンターに置かれていたメニューを桜庭さんから手渡される。赤い、手触りのいい表紙を指でなぞりながら、メニューを開いた。中には真っ白な紙が一枚挟まっているだけで、メニューの数はそう多くない。軽食のメニューが少しと、ホットコーヒー、アイスコーヒー、カフェオレ、カフェモカ、ウインナーコーヒー、それから――

「ユンヨン、茶？」

「ユンヨン茶は、コーヒーと紅茶を混ぜ合わせたものですよ」

「へえ……」

「コーヒーは苦手だけど、お食事に甘い飲み物を合わせるのも苦手という方は、ユンヨン茶や、紅茶を頼まれますよ」

　マスターの説明してくれる声が心地いい。顔をあげて「ありがとうございます」と言おうとしたところで、奥のテーブル席に呼ばれてカウンターからいなくなってしまった。

「松戸、コーヒーカクテルもあるぞ」

　隣から、桜庭さんが身を乗り出してメニューの右上を指差す。

「コーヒーカクテル、ですか」

「アイリッシュコーヒーくらいは知ってるだろ？」

「いえ……あまり詳しくはないので」

　コーヒーにも、お酒にも。嫌いではないけど、好きだけど、詳しいわけではない。そもそも、コーヒーでカクテルを作れるなんて、今初めて知ったくらいだ。

「そうか。まあでも、最初は普通にコーヒーにしとくか」

「そう、ですね」

「ホット？　アイス？」

「じゃあ……ホットにします」

「オーケー」

　桜庭さんが微笑んで、自然とメニューを受け取って片付けてくれた。それから、カウンターに戻ってきたマスターに、

「ホットコーヒーふたつ」

　と注文する。

「かしこまりました。松戸さんも、コーヒーがお好きなんですか？」

「へっ？」

　まさか、話しかけられるなんて思ってもみなくて、声が裏返ってしまった。喉の奥で小さく咳払いをして、調子を整える。

「あ、えっと、はい。毎日、自分で淹れて飲んでいます」

「毎日ですか。そんな人にコーヒーを出すなんて、ちょっと、緊張してしまいますね」

「い、いえ！　私なんてそんな！」

　そんな大層なものじゃないです。私のコーヒーなんて、別に何のこだわりもないし、ただ毎日、惰性で淹れているようなものです。……って言葉はのどの奥に押し込んだ。なんだか、この空間に、水をさしてしまう気がして。

　いつもならきっと、思った時にはもう口に出してしまっていて、周りを微妙な空気にしてしまう、下手くそな謙遜。悪い癖だ、とは思っているのに、褒められることに慣れなくて、つい、そういうことを言ってしまう。

　そんなことを考えている間に、綺麗に磨かれたシルバーのドリップポットでお湯を沸かしながら、マスターがコーヒーの準備をしていく。

「松戸、あれ」

「え？」

　桜庭さんが指差した方を見ると、カウンターの奥で少し大きめの鍋のようなものがぐるぐると回っていた。中に、コーヒー豆が入っている。水のような音が聞こえる、と思ったのはこれだったのかもしれない。

「あれで今日ローストした豆をミルで挽いて、淹れてくれるんだよ」

「その方が美味しいんですか？」

　私の、素人丸出しな質問に、桜庭さんがいたずらっ子みたいにニヤリと笑った。

「まあ、飲んでみればわかる」

　そう言ったところで、桜庭さんの胸ポケットの中で、携帯電話がけたたましい音をあげた。取引先からの電話らしく、桜庭さんは申し訳なさそうに携帯電話の音を消して、慌ててお店の外へ出て行く。

「……大変そうですね、桜庭さん」

「桜庭さんは、営業部のエースなんです」

「へえ、そうだったんですか。それはきっと、私が想像するよりずっと忙しいですね」

　ふと、桜庭さんがいなくなったことで、マスターと一対一になってしまったことに気がついた。どうしよう。間が、持つ気がしない。ちらりとマスターに視線を送ると、それに気がついたマスターと目が合う。にこり、と柔らかい笑みを返され、私はゆっくりと視線を外した。

　外した目線の先に、コーヒー豆の入った透明の便が置かれている。

「あ、ローストした豆をそこに入れてあるんですか？」

「ええ、今日ローストしたものだけを入れています」

　そこから必要な量だけ取り出されたコーヒー豆が、カウンターの向こう側で、丁寧に挽かれていく。ふわ、と立ち上がった強い香りがこちら側にも届きそうで息を大きく吸い込んだ。

「あ、……いい匂い」

「お好きですか？　今日はモカマタリです」

「モカマタリ……」

　そっか、コーヒー豆にも種類があるんだ。

　いつもスーパーで決まったメーカーの、粉の状態で袋詰めされているものを買っていて、コーヒー豆の種類なんて気にしたこともなかった。自分が買っている豆の名前なんて、知る由もない……。

「イエメンのコーヒー豆で、香りがよくて、花やワインに例えられるほどなんですよ」

　もう一度、ゆっくりと鼻から香りを吸い込む。

「……正直そこまではわからない、です。けど、好きな香りです」

「それはよかった」

　挽かれた豆が、そっと、ペーパーフィルターのセットされたドリッパーに入れられていく。少しだけコーヒー豆を蒸らして、ドリップポットで渦巻き状にお湯が注がれていく様子をじっと眺めた。

　初めてコーヒーを淹れたとき、ネットでやり方を検索したな、と思い出す。最初はうまくできなくて、お湯を勢いよく注いだせいで粉が入っちゃったり、どういうわけだか味が薄すぎたりしたけど。

　あの頃は何をやるにも一生懸命で、仕事だって、雑務を押し付けられているなんて気がつきもしなかった。それに、いつかは経理部じゃなくて、販売の部門で働きたい、って思っていて……。なんだか、懐かしい。たった３年半前のことなのに。

（あれ、そういえば……こうやって誰かにコーヒーを淹れてもらうのは、初めてかもしれない）

　そっと瞳を閉じて、鼻先をくすぐるコーヒーの香りに集中する。ああ、私、コーヒーの香りが好きだな。仕事で疲れたとき、嫌になっちゃったとき、この香りを嗅ぐと自然とリラックスできて、もう少し頑張ろうって気持ちになっていた気がする。

「……どうぞ」

　マスターの声がして、そっと目を開けた。

　コーヒーカップの持ち手を、マスターの綺麗な指先が私の利き手の方へ向けてくれる。視線を上げると、優しく微笑むマスターと、視線が交差した。

「いい香りですよね」

「……はい、すごく」

「味も、負けてないですよ」

　コーヒーカップに視線を落とす。

　陶器には詳しくないから、ブランドとかはわからないけど。真っ白で少し分厚めのカップの外側には薄いピンク色をしたチューリップが控えめにカップに彩りを添えていた。

「かわいい……」

「松戸さんがお店に入ってこられたとき、チューリップのような方だと思ったので」

「えっ!?」

　まさか、そんなことを言われるなんて思ってもいなくて、大きな声を出してしまった。慌てて口をつぐみ、他のお客さんやマスターに向かって、曖昧な会釈をする。

「す、すみません……」

「いえ」

　一瞬だけ驚いたような顔をしたマスターの顔には、すぐに笑顔が戻った。私は、気まずさを打ち消すように「いただきます」と言ってカップに手を伸ばす。

　一口。

　……うわぁ。

　口に含み切る前から、もう、美味しい。

　飲み込むのが勿体無いような気さえしたけど、ゆっくりと嚥下する。

　身体を通っていく暖かさに、思わず息を吐いた。他に表現する言葉を持ってないことがもどかしいけど、……美味しい。すごく、美味しい。

「……コーヒーって、こんなに美味しかったんですね」

　思わず、顔がゆるんで笑顔になってしまう。顔をあげてマスターを見ると、さっきよりもはっきりとした驚きの色が表情に出ていて、それからやっぱり、にっこりと微笑まれる。

「ありがとうございます」

　だけどそれは、さっきまでの完璧で美しい笑顔とは少し違って。なんだか、子供みたいな、柔らかくて、あったかくて、無邪気な笑顔だった。

（か、可愛い……）

　不意打ちを食らった、と思った。

　心臓がドキドキとうるさい。忙しない心臓から目をそらしたくて、だけど、どういうわけかマスターから目をそらすことができなくて。

　……どうしよう。なにこれ。これは、まずい。

　物腰の柔らかさ、指先のしなやかさ、非の打ち所のない笑顔。完璧すぎて普段なら敬遠してしまいそうなくらいなのに、目が、離せない。

　ああ、ダメだ。これは、私にだってわかる。このままだと、私――

（この人を好きになってしまう……）

　そういう予感がはっきりと、私の中を駆け抜けていった。

「どうしました？」

　コーヒーカップに手を添えたまま、じっとマスターを見ている私を、少しだけ訝しげに見やりながら、けれど決して嫌味ではない言い方で、マスターがそう言った。

「あ、あのっ」

　結婚されていますか。恋人はいらっしゃいますか。好きな女性のタイプは――いろんな質問が頭をよぎって、ふと、コーヒーカップを持っている自分の指先に目線が落ちた。何も塗られていない小さな爪、少し日焼けした指先、よく見ると薬指のところにささくれができている。指先だけじゃない。自分が今着ている服や、髪型、化粧、メガネ、眉毛……どれもが不完全で、未熟で。

（わ、私、なんでこんな姿で……！）

　今更後悔しても仕方がないし、そもそもこのところずっとこれで出勤しているのに。突然、自分があまりにも女性として価値がないように思えて、そんなプライベートな質問を口にすることはできなかった。

「大丈夫ですか？」

「は、はい、えっと」

　どうしよう、何か。何か言わないと。

「コーヒー、すごく、美味しいです……」










[image: ]










　絞り出した言葉は、何の進展も生まない感想だった。だけど。

「ありがとうございます。その言葉と、お客様のホッと肩の荷を下ろして息をつく姿が、この仕事をしていて何よりの褒美です」

「肩の荷……」

　温かなコーヒーが、マスターの柔らかな接客が、明るすぎない店内の照明が、ちょっと懐かしさを感じさせる内装が。全てが癒してくれる。初めてここにきた私でさえ、たった一口コーヒーを飲んだだけの私でさえ。ここにまた、帰ってきたい、と思ってる。それは、きっと、私だけじゃない。

（それを恋心と勘違いするなんて、恥ずかしい）

　コーヒーに視線を落として、もう一口、飲んでみる。やっぱり、美味しい。

　恋愛に免疫がなさすぎて、日々に潤いがなさすぎて、こんな勘違いをしてしまうなんて。癒しも女子力も枯渇すると、こうなってしまうのか……。

「はぁ……」

　心の中でついたつもりのため息が、思い切り口から出てしまった。

「お疲れですね」

「あ、い、いえ」

　慌てて首を振る。なんとなく、気まずい。

（桜庭さん、遅いな……）

　そう思って入り口の方を振り返ったところで、入り口の開く音がして、桜庭さんが店内に戻ってきた。

「悪いな、松戸」

「あ、いえ、大丈夫ですよ」

　申し訳なさそうにそう言って、桜庭さんが隣の席に腰を下ろす。ホッとしたような、少し残念なような。桜庭さんが腰を下ろしたのとちょうど同じタイミングで、桜庭さんの分のコーヒーが差し出された。

「営業のエースらしいですね、桜庭さん」

　マスターがそう言うと、桜庭さんが私とマスターを交互に見る。

「二人で俺の噂話でもしてたんですか？」

「ええ、二人で悪口を言っていました」

「えー、マスターひどいなぁ」

　マスターの柔らかな軽口に、桜庭さんが応戦する。空気が一気に和らいだ気がして、思わず笑みが溢れた。

「はぁ、やっぱり美味しいです」

「ありがとうございます」

　コーヒーを飲んだ桜庭さんの表情も、やっぱり、いつもより緩んだように見えた。それを見てお礼を言ったマスターの笑顔もすごく優しくて。

　素敵な職業だな、と思う。こうして、誰かの癒しを、こんな距離で提供していけるなんて。それこそ、私が入社前に憧れた、ＢＡみたいな。

（そうだ、私、ＢＡさんに憧れて入社しだんだ……）

　手のひらの中の、真っ黒なコーヒーに視線を落とした。

　希望していなかった経理部に配属されたのは、高校生の頃に取得した簿記の資格があったから。入社試験でのＳＰＩの成績が良かったから。そう思っていた。だけど、お酒の席で、

「まあ、面接の時に派手さが足りなかったんじゃない」

　と、上司に言われたことがある。

　販売部門への配属願いを出したこともあったけど、最近は諦めて出すことすらしていない。だって、現実を、知ったから。

　社内の女性社員は、もちろんみんな綺麗だけど、販売部門の人たちの華やかさは他の比じゃない。どんな季節に、どんな時間に、どんな場所ですれ違っても、そのメイクは完璧な状態に保たれていて。スタイルも、肌ツヤも、同じ人間とは思えないほど。ああいう人たちが売っているから、ちょっとお高くても、化粧品は売れる。

（私じゃ、全然、だめ……）

　それに気がついてからは、オシャレになることも、販売部門を目指すことも、諦めてしまった。一つ諦めてしまうと、もう、全てがどうでもよくなってしまって。雑務を押し付けられていることも、先輩の代わりに上司に叱られることも。どうだっていい。手を抜いたりはしないけど、でも、心のどこかでいつも「どうせ理想の仕事をしているわけじゃない」と思ってしまう。

「はぁ……」

　また、ため息が口からこぼれ落ちた。

「……疲れてるな、松戸。大丈夫か？」

「え、あ、すみません」

　さっき、マスターにも同じことを言われてしまったのに。私はなんとなく誤魔化すように表情を作って、もやもやとした気持ちを押し流そうとコーヒーを飲んだ。

　美味しい。少し熱がなくなってしまっても、このコーヒーは美味しい。次は、アイスで頼んでみてもいいかもしれない。

（って、私、もう次に来るときのことを考えてる……）

　空になったカップをソーサーに載せて、カウンターの向こう側でドリッパーを洗っているマスターに顔を向けた。すると、私の視線に気がついたマスターが、ゆったりとした動きで顔を上げる。

「さっきより、少し顔色が良くなりましたね」

「え？」

　言われて、頬に触れると、ほんのりと熱かった。コーヒーで身体が温まったから？　それとも――

　さっき、頭の中を駆け巡った勘違いに、また、心が傾きそうになる。

（違う、これはきっと、恋じゃない！）

　そう思うのに。だけど、やっぱり。マスターに声をかけられると、身体の奥が揺さぶられて。心臓が、そわそわと落ち着きを無くしてしまう。

「あ、あの」

　思い切って、マスターに声をかける。これが恋なのかは、まだ、わからないけど。マスターのことをもっと知りたい。もっと話したいって気持ちは、間違いなく私の中にある。

「お名前を、教えていただけませんかっ」

　やっとの思いでそう言うと、マスターは、作業していた手を止めて、私の方をまっすぐに見てくれる。それから、優しく微笑む。

「館山透です」

　その笑顔は、やっぱり、美しくて目が離せなかった。







◆








「おい松戸、これはどういうことだ！」

「え？」

　出社早々、上司に呼び止められた。その声に滲んでいるのはどう聞いても怒りそのもので、振り返った私は、それだけで萎縮してしまう。案の定、部長の顔は怒り心頭といった様子で、今にも血管が何本か切れてしまいそうだった。

「昨日提出した経費の一覧、これどう考えてもおかしいだろ！」

「え、えっと……どこですか？」

「広報の後藤のところだ、よく見てみろ！」

　言われて資料に目を通す。後藤さんの名前の横には、「広告起用タレント　接待費　1,500,000円」と入力されていた。

「ひゃ、１５０万円!?」

「驚いたのはこっちだ！　ありえないだろう、こんな数字！」

「す、すぐに確認します！」

　提出した書類を受け取り、慌てて自分の席に戻る。金町さんに渡された書類と照らし合わせる。

「いち、じゅう、ひゃく、せん、まん……15万円。場所は銀座の寿司屋、人数は６人……」

　場所と人数を考えれば、15万円は妥当な金額だ。それを間違えて１５０万円と入力して、提出してしまった。今回はおそらく、額が額だったから人事部の人が気づいてくれたけど、少額だと間違ったままお給料に反映されることになってしまう。あんなに、何度も確認したのに……。

「松戸！」

「は、はい！」

「他にもミスや漏れがないか、再度確認しろ！」

「えっ、全部ですか？」

「当たり前だ！　終わったら俺が確認する。全く、できないなら最初から、自分で確認して提出するなんて言うなよな」

　ブツブツと文句を言いながら、部長が自身の席へ戻っていく。――私はそんなこと、言ってないのに。そう、思ったけど。

「……すいませんでした」

　部長に向かって頭を下げ、自分の席について最初から資料と書類を照らし合わせていく。パソコンの電源を入れ、確認が取れたところには紙に蛍光ペンで印をつけ、エクセルに入力し直していく。

　昨日は、確認印を先にもらってしまったから、手書きで入力したけど、本来はエクセルで入力したものを紙に出力し、そこに確認印をもらう流れだ。

（……あれ？）

　そうだ、私、昨日は手書きで書き込んだ。

　なのに、広報の後藤さんの欄は、パソコンで入力されている。つまり、ここは私がやったところじゃなくて、私に渡す前に金町さんが入力した部分ってことだ。

　金町さんの席を見るが、まだ出社していない。もう、始業10分前なのに。

「あ、あの」

「はい？」

　隣の席の、黒木さんに声をかける。

「今日、金町さんって……」

「ああ、なんかお休みみたいですよ。10分くらい前に電話が入って。体調不良って言ってましたけど……まあ、昨日もあの後、遅くまで飲んでたみたいですからね」

　黒木さんが、スマホでＳＮＳを開いて、金町さんの投稿を見せてくれた。そこには、お酒を片手に楽しそうにしている経理部の女子社員数名と、他部署の男性社員の姿があった。１枚目の写真には黒木さんや、他にも経理部の社員が何人も写っている。

「松戸さんは来られなかったですもんね、昨日。あんまり付き合い悪いと、また色々言われますよー」

「……すい、ません……」

　黒木さんが困った人を見る目で私を見ながら、そう言った。

　なに、それ。私、そんなの知らない。そんな飲み会があったなんて、全く知らなかった。

　なんとなく、他部署に比べてそこまで派手ではない経理部の中でも、自分が浮いている自覚はあった。あった、けど。

（これは……ちょっと……）

　ショックかもしれない。

　頭の奥をガツンと殴られたような感覚に、めまいを覚えた。

「おい、松戸！　無駄話してないで、さっさと確認しろ！」

「は、はい！」

　遠くから部長の怒号が響いて、他の部署からも視線が集まる。

　私は慌てて資料に視線を戻し、また、一つずつ確認していく。早く、早くしないと。そう思うのに、頭の中がぐちゃぐちゃで、うまくまとまらない。

　確かに、金町さんが入力していた分も、確認してから提出すべきだったかもしれない。だけど。

（これって、私が悪いの……？）

　仕方がない。もうこのまま私が被ってしまった方がいい。

　頭ではわかっているのに、どうしても、心のモヤモヤが晴れなかった。






「あ、桜庭さんお疲れ様です」

「黒木さん、お疲れ様です。出張の移動費を立て替えた分、申請しにきました」

「桜庭さんはいつも申請が早くて助かります」

　桜庭さんと黒木さんが話しているのを背中で聞きながら、最後の一枚を確認して、入力し直していく。

「あれ、お前これ、昨日残ってやってたやつだろ」

　突然、後ろから桜庭さんに声をかけられる。私は振り返らないまま、

「……はい、不備があったようなので」と返事をした。

「不備？」

　怪訝そうな桜庭さんの言葉に、黒木さんがすかさず、「実は」と説明を始める。

「広報の人が出してた接待費15万円のところ、１５０万円で計上しちゃってて、すべて確認させられてるんです」

　黒木さんの顔は見ていないけど、なんとなく、私は馬鹿にされたような気持ちで。何も気にしていないふりをしながら、唇を噛み締めて確認作業を続けた。

「広報の接待費？　……あっ」

　と桜庭さんが、何か合点がいったような声を漏らす。それから、腰をかがめて私の顔を覗き込み、「おい松戸」と小さな声で言った。

「それ、金町が入力した分だろ。今日金町は？」

　そういえば、昨日、桜庭さんは既に金町さんが入力した、この書類を見ていた。

「……お休みだそうです」

「あいつ……。どうせ飲み過ぎとかだろ？」

「え？」

　桜庭さんのその言葉に、私は思わず顔を上げた。近距離で、目線が交差する。桜庭さんが少しだけ動揺した気がした。でも、そんなことより。

「知ってたんですか？　昨日、飲み会があったこと」

「え、……あ、まぁ……」

　……信じられない。知ってたんだ。私は経理部で飲み会があったことすら知らなかったのに。私には声がかからなかったのに。同じ部署でもない桜庭さんには、声がかかった。それに、それって、つまり。

「私が飲み会に誘われなかったことを知って、哀れんで声をかけてくれたんですか？」

「いや、そういう――」

「桜庭！」

　桜庭さんの言葉を遮るように、他部署から桜庭さんを呼ぶ声が聞こえる。桜庭さんは跳ねるようにその声の方へ視線を向けた。

（……桜庭さん、今、助かった、って思ったんだろうな……）

　私は、そんな風に憐れまれた自分のことがどうしようもなく惨めで。桜庭さんは何も悪くなんてないのに。顔を向けることができなくて、パソコンに向き直る。

「桜庭さん、呼ばれてますよ」

「いや、でも」

「私も、急いで確認しないといけないので」

　桜庭さんの言葉を突っぱねる。私はまた、集中なんてできないのに、資料だけに意識を向けているふりをして、作業を続けた。

「……悪い」

　そう言って、桜庭さんは呼ばれた声の方へ駆け寄っていく。

（……最低だ、私）

　桜庭さんは、何も、悪くないのに。

　そう思っても、今、素直に謝ることはできなかった。だって、きっと、そんなことをしたら、崩れてしまう。会社で、泣いてしまう。それだけは、絶対に、いやだ。

（今は、とにかく、この確認を終わらせないと）

　仕方がない。今更金町さんのミスだと申告したって、本人もいないし、結局私が確認作業をすることに、変わりはない。仕方ない。仕方ないんだ。

　今日は心穏やかに仕事をしようと思って、丁寧にコーヒーを淹れてきた。それなのに。机の上に置いた、コーヒーの入った水筒のことなんて、すっかり忘れてしまっていた。
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　昨日の今日で、またここに来るのもどうかなって思ったけど。

　他に、心のささくれを癒してくれるところなんて私にはないから。

（でも……もし、桜庭さんがいたら、今日は帰ろうかな……）

　そんなずるいことを考えながら、「梟」の扉を開けようと手をかけた。重い。そういえば昨日は、桜庭さんがさりげなく扉を支えてくれていた。……うん、やっぱり、桜庭さんがここにいたら、きちんと謝ろう。

　ゆっくり扉を開くと、コーヒーの香りが外へ飛び出すように強くなった。私はなんとなく、それを閉じ込めておかないといけない気持ちに駆られて、慌ててお店の中に入り、扉を閉めた。

「いらっしゃいませ。あ、松戸さん」

「こ、こんばんは、マ」

　マスター、と呼ぼうとして、昨日せっかく名前を教えてもらったことを思い出す。

「……館山さん」

「こんばんは。お一人ですか？」

「あ、はい」

　奥のテーブル席は満席だったけど、カウンター席は真ん中に一人、お客さんがいるだけで、私はカウンターの一番左端の席に案内される。赤い表紙のメニューを手に取り、中身を確認した。昨日と同じメニューだけど、一つずつ目で追って確認していく。

「松戸さん、大丈夫ですか？」

「え？」

　不意に、館山さんから声をかけられる。

　顔をあげると、その勢いに押し出されるように、両側の瞳から涙が溢れ出してきた。

「す、すみま、せ」

「いえ。どうぞ、これ」

　館山さんから差し出されたハンカチを受け取る。化粧っ気のない顔の上をとめどなく滑り落ちていく涙を、そっと拭った。そんな、つもりじゃなかったのに。あんなに必死で、会社では我慢していたのに。どうして。

「……よく、頑張りましたね」

「っ、うぅ……」

　館山さんの声が、優しくて。差し出されたハンカチからは優しい洗剤の香りと、やっぱり、コーヒーの香りがして。私は、声を押し殺して泣きじゃくった。






「……お見苦しいところをお見せして、すみませんでした」

「いいのよ、若いんだから。泣きたい時は泣きなさいな」

　そう言ってくれたのは、館山さんじゃなくて、私の二つ隣の席に座っていた妙齢の女性だった。背が高くて、少し声が低い。肩に流された長い髪の毛は丁寧に手入れされていて、爪の先も、隙間なく、真っ赤に塗られていた。

「す、すみません、あの、ゆっくりされている時に……」

「いいって言ってるじゃないの。しつこい謝罪はウザったいからやめてちょうだい」

「すみませ」

「ほら、またぁ」

　やだわぁ、と言いながらその女性は手元のアイスコーヒーを一口飲んだ。

「松戸さん、彼女のことはお気になさらず。無視していいですから。メニューが決まったら教えてくださいね、ゆっくりでいいですよ」

　ニッコリと微笑みながら、館山さんがそう言う。それに対して「ひっどーい」と軽口が返された。

　昨日、桜庭さんと館山さんの間でも交わされた、親近感を感じさせるやりとり。

「……羨ましい」

　そういうことを言い合える関係があるって、すごく羨ましい。

　誰かに、そういう親近感を持って接してもらえることが。

　自分はそこにいていいんだって、そう、言われているようで。

　そう思って口をついて出た言葉に、隣の女性が反応した。ニッコリと私に微笑みを向けて、

「なぁに、そういうこと？」

　と言いながら、私と彼女の間に一つだけあった空席に滑り込んでくる。ふわり、と髪の毛が揺れて甘い香りがした。コーヒーの香りを殺すほど強くはないけど、甘い、花のような香り。隣の席に座った女性が、ずい、と私に顔を近づけて。私の両ほほを、両手で包み込む。

「な、なんですか？」

　黙ったまま、じーっと私の顔を見ていたかと思うと、突然口を開いた。

「あんた、おブスね」

「えっ」

　さすがの私も、こんな面と向かって、しかもこんな至近距離で「ブス」なんて言われたのは初めてだった。

（そりゃ、自分でも美人だとは思ってないけど……！）

　実際、それが原因で販売部門に移れなかったようなものだし。でも、だからって。どうして。

（なんで初対面の人にそんなこと言われなきゃいけないのよ！）

　さっきまで、いい人だなって思っていたのに。

　思わず、眉間に力が入った。そのまま、まっすぐに相手の顔を見据える。そんな私の顔を見て、今度は、ケラケラと笑い始めた。勢いよく解放された頬に、女性の甘い香りが移ったような気がして、袖で拭った。それを見て、また、女性が楽しそうに笑う。

「ははっ、何よあんた、いい顔するじゃない。透ちゃん、この子にも私と同じのちょうだい。私のおごりよ」

「……それはアルコールが入ってるんですから、本人からの注文しか受け付けませんよ」

「飲めます」

　困った様子の館山さんに、はっきりと宣言する。

「私、アルコール飲めます。同じのをください」

　そう言った私の顔と、隣の女性の顔を交互に見てから、館山さんは「かしこまりました」と少しだけ困ったように笑った。

　丁寧に淹れられたコーヒーと、アルコールがグラスの中で合わさっていく。昨日飲んだコーヒーよりも少しだけ柔らかい色になったコーヒーの上に、まるでビールのように白い泡が浮かびあがった。すごく、綺麗。

「どうぞ、アイリッシュコーヒーです」

「ありがとうございます」

　差し出されたグラスに手を伸ばすと、ひんやりと心地よかった。

「ねえあんた、名前なんて言うの？　あたしはチサト」

「松戸です」

「ちょっと、こっちが下の名前を名乗ってるんだから、下の名前を教えなさいよね。ほんとおブスなんだから」

「……あかねです」

「あら、いい名前じゃない。じゃあおブスなあかねの涙に、乾杯！」

　私が手を添えていたグラスに、勝手に自分のグラスを打ち付けたチサトさんは楽しそうにそう言って、グラスに半分ほど残っていたアイリッシュコーヒーを一気にあおった。

（何よもう、おブスおブスって……！）

　腹立たしさに後押しされて、グラス半分以上の量を一気に身体に流し込んだ。

　……思えばこれが、間違いだったんだけど。







◆








「いっ……たぁ」

　目が覚めて最初に気がついたのは、ズキズキと痛む頭の重さだった。嘘みたいに身体も重くて、胸のあたりが気持ち悪い。深く息を吸って、吐き出す。

「え、お酒くさ……」

　吐き出した息から感じるアルコールの匂いに、思い切り顔をしかめた。スマホに手を伸ばして、時計を見る。

「え!?　９時!?　やばい、ちこ――って、今日、土曜日か……」

　勘違いで勢いよく起き上がったせいで、頭痛がひどくなったような気がする。周りを見渡すと、自分の部屋だった。仕事に着ていったスーツや靴下、シャツが玄関から寝室までに点在していて、キャミソールとパンツだけの状態で眠っていた。まさか、と思って自分の頬を触る。ベタベタとした感触は、寝起きのそれとは明らかに違う。

「最悪……化粧したまま寝ちゃった……」

　どんなに忙しくても、疲れていても、化粧をしたまま眠ることだけは絶対にしないようにしていたのに。入社してすぐの頃、「化粧をしたまま眠ると５歳老ける」と言われたことを思い出す。私は重い体を引きずるように起き上がって、洗面所へ向かった。

　顔を洗って、歯を磨く。爽快感をもたらしてくれるはずのミントの香りすら、口に含んでいられない。……気持ちわるい。早々に歯磨きを終わらせて、お水を飲もうとキッチンへ向かった。グラスに注いだお水を飲みながら、頭の中を整理していく。

　昨日は確か、仕事帰りに「梟」へ寄って、泣きわめいて、チサトさんに絡まれて、アイリッシュコーヒーを飲んで、それから……。

「……えっと、あれ？」

　そこからの記憶が、だいぶ怪しい。そのあとも何杯かコーヒーカクテルを飲んだような気はするけど、自分が何を話したのか、どうやってここまで帰ってきたのかは、全く記憶になかった。

「うわー……最悪だ」

　やってしまった。注文する前から泣きじゃくって心配をかけた挙句、飲みすぎて管を巻いて、挙句記憶を飛ばしてしまった。これはもう、絶対に何か、やらかしてしまっている。絶対に、館山さんやチサトさんに、迷惑をかけてしまっている。

「あああ……」

　重い頭を抱え込んで、私はその場にしゃがみ込んだ。どうしよう。お店は土曜日もやっているんだろうか。とりあえず、謝罪に行かないと。チサトさんがいるかどうかはわからないけど、常連さんみたいだったから、館山さんに聞けば何曜日によく来るとか、そういうことはわかるかもしれない。そしたら、その曜日に出直して、それで……。

　そこまで考えて、もう一人、謝らないといけない人がいることに思い至った。

「……桜庭さん」

　会社で嫌な態度を取ってしまったことを、謝らないと。会社ではすぐに謝ることなんてできなかったのに、泣いて、飲んで、一晩経って、今なら素直に言えそうな気がする。

「はぁ……」

　お酒の力を借りないと謝れないみたいで、情けないな。

　酔っ払って失礼な態度を取るより、素面で会社の先輩にあんな態度を取ってしまうことの方が、どうかしてる。桜庭さんの優しさに、たぶん、気がつかないうちに甘えてしまっていたんだ。

　ベッド脇で充電されているスマホに手を伸ばす。

「……習慣でスマホを充電できるなら、顔も洗って寝てよね、昨日の私」

　どうでもいい悪態をつきながら、スマホから桜庭さんの番号を呼び出す。桜庭さんが怒っているところなんて正直、想像もつかないけど、怒られるとわかっている報告を上司にあげるときみたいに、心がずっしりと重くなった。

（それでも、きちんと、伝えないと……）

　意を決して、通話ボタンを押す。耳元で響くコール音が、やけに大きく聞こえた。トゥルルルルルル……と、呼び出し音が４回鳴ったところで、

「……はい」

　桜庭さんが電話に出た。

「さ、桜庭さん、あの、おはようございます、松戸です」

「……え？」

　いつもと違ってはっきりとしない桜庭さんの声のトーンに、私は、間違い電話をかけてしまったかと思って、スマホの画面を確認する。うん、桜庭さんであってる。もう一度スマホを耳に寄せたところで、電話の向こうからガタガタと物が落ちるような大きな音が聞こえた。

「さ、桜庭さん？　大丈夫ですか？」

「あ、お、おう。大丈夫だ。どうした、松戸？」

　なんだか少し様子のおかしい桜庭さんを不審に思いながら、私は昨日のことを謝罪すべく、口を開いた。

「あの、昨日は、その……失礼な態度を取ってしまって、すみませんでした」

「え？　……ああ、あれか。いや、全然。むしろ俺こそ嫌な気持ちにさせて悪かったな」

「いや、桜庭さんはぜんぜん悪くないです」

「それにしても、金町のやつ……。やっぱり俺から金町か、上の人に――」

「いえ！　大丈夫です！　私は、大丈夫ですから！」

　自分でも思っていなかった声量で桜庭さんの言葉を遮ってしまい、自分の声が頭に響いた。

「イタタ……」

「どうした？　どっかぶつけたか？」

　心配そうな桜庭さんの声は、本当に、ちっとも怒ってなんかいなくて。余計、申し訳なさで心が重くなる。

「いえ、あの、……昨日ちょっと、飲みすぎてしまいまして。二日酔いなだけなので」

「へえ、珍しいな」

　電話口で、桜庭さんが笑った気がした。いつもの軽口を言う時の、子供みたいな顔が頭に浮かんで、それにつられて私も笑ってしまう。

「家で飲んでたのか？」

「梟に行ったんです」

「え、梟に？」

「はい」

　私は、二日酔いになってしまった経緯を簡単に説明する。……注文する前からカウンターで泣き喚いてしまったことは、言わなかったけど。それを聞いた桜庭さんは、楽しそうにケラケラと笑った。なんとなく、チサトさんを思い出させる笑い方だった。明るくて、人懐っこくて、人に好かれる、笑い方。

「あ、それで、梟に謝罪をしに行きたいんですけど……」

「謝罪って！」

　私の言葉に、また、桜庭さんが楽しそうに笑う。桜庭さんが笑い終わるのを待って、言葉を続けた。

「それで、梟って、土曜日もやってますか？」

「んー、俺は平日の夜にしか行ったことないけど、昼間はアルコールなしの普通の喫茶店としてやってるはずだよ」






「……やってないじゃないですか」

　午後１時。支度をして、デパートで菓子折を買って、「梟」の前に着いたけど。お店の看板は出ていないし、ダメ元で開こうとしたお店の扉は頑として開かなかった。

「営業時間……書かれてないなぁ」

　扉の近くや、営業中に看板が置かれていたあたりを見ても、何も書かれていなかった。もう一度、階段を降りて扉の前に立ち、ノックをしてみるけど中に人がいる気配はなかった。

「夜に、出直すか……」

　諦めて階段を上がろうと振り向くと。

「……松戸さん？」

「た、館山さん！」

　白いシャツにスラックス姿で、茶色い紙袋を抱えた館山さんが、階段を降りてくるところだった。

　なんだか、雰囲気が違う。エプロンをしていないから？　日光の下だから？

「どうされました？　お忘れ物ですか？」

「あ、えっと」

　それだけじゃ、ない気がする。

（なんだろう、何が違うんだろう……）

　階段を降り切った館山さんの姿を、じっと見つめる。いつも通り、物腰柔らかで、清潔感があって、綺麗な指先で――

「あっ！」

「どうされました？」

「髪型だ！」

「え？」

　いつもは綺麗に整えられて全て後ろに流されている髪の毛が、今日は無造作に、額にかかっていた。

「なんだか雰囲気が違うなぁって思ったんです、髪型が違うんですね」

「ああ、これですか……」

　館山さんが、片手で前髪をかきあげる仕草をする。

「この仕事は、清潔感が大事ですからね」

「でも、下ろしていてもかっこいいですね。いつもよりお若く見えます」

「え？」

「え？　……あ、いやっ、その」

　かっこいい、なんてつい、口から出てしまった。しかも、いつもより若く見える、なんて。自分が失礼なことを言ってしまったと気がついて謝罪する。館山さんはなんでもないように、「ありがとうございます」と微笑んでくれた。

「す、すみません……」

「いいんですよ。実際、松戸さんよりずっとおじさんですから」

「そんなこと」

「そんなことありますよ。今年で46ですからね」

「よっ、んじゅうろく!?」

　驚きすぎて、声が裏返ってしまう。また失言だった、と思って慌てて口を押さえても、一度出てしまった言葉が返ってくることはなかった。

「……本当に、すみません……！」

「っはは、本当に、面白い人ですね、松戸さん」

　カラッとした笑い声が響いて、館山さんが破顔する。さっきかきあげた前髪が、ふわりと揺れ落ちた。

（か、……かわいい……）

　無邪気に笑う館山さんの顔は、かわいい、以外に形容しようがなかった。普段の姿からは想像がつかなくて、でも、これを口にしてしまったらまた失言になってしまうことはさすがにわかって、言葉を飲み込む。心臓が、ドキドキと揺れ始めたのがわかった。

「そういえば、どうされたんですか？」

「あ」

　その言葉に、ここにきた本来の目的を思い出して、突然緊張してしまう。

「あの、昨日のことでちょっとお話が……」

「私にですか？」

「はい……」

　申し訳なさから、顔があげられなくなる。両手で握りしめた青色の紙袋に視線を落として、次の言葉を探していると、「それなら」と、館山さんの声が頭上に降りかかった。

「コーヒー、一杯付き合ってもらえませんか？」

「え、でも、まだ開店前じゃ……」

「ええ。まだ開店までは時間があるので、一杯だけ、おじさんの休憩に付き合ってください」

　優しくそう言った館山さんが、スラックスのポケットから鍵を取り出して、片手で軽々と店の扉を開けた。

「どうぞ、お嬢さん」

「あ、ありがとうございます……」

　促されるまま店内へ入ると、館山さんが灯りをつけてくれる。昼間も、地下にあるこのお店には、強い光は差し込まないようだった。オレンジ色の灯りが、時間の感覚を薄れさせるようで、なんだか、不思議。

　カウンターに入った館山さんが、腰に黒いエプロンを巻いて、慣れた手つきでコーヒーを淹れていく。握りしめていたせいでシワのできた青い紙袋を手のひらで伸ばしながら、私はカウンターの端の席に腰を下ろした。

「ホットでいいですか？」

「あ、はい。ありがとうございます」

「いえ、こちらこそ」

「え？」

　カップに注がれたコーヒーが、カウンターテーブルに置かれる。

「おいしかったです、松戸さんのコーヒー」

　そう言って、カウンターの脇から館山さんが取り出したのは、私がいつも会社に持っていっている水筒だった。

「え、それ……」

「昨日はコーヒーを淹れたのに、どうしても会社で肩の荷を下ろしたくなくて、自分では飲めなかった、とおっしゃっていたので。私が夜にいただきました」

「え!?」

「ごちそうさまです。中は洗っておきました」

　カウンター越しに、空になった水筒が差し出される。

　一瞬、何を言われているのかわからなかった。スーパーで売られている、やっすいコーヒー粉で私が淹れたコーヒーを、館山さんが飲んだ、っていう意味だろうか。そういう意味ではないことを祈りながら、「飲んだんですか？」と恐る恐る尋ねる。

「ええ、おいしかったですよ」

「ど、どうして」

「松戸さんが、私に飲んでほしいとおっしゃったので……」

「ええええ」

　何を言ってるんだ、昨日の私。何がどうなったらそんなことになるんだ。

「本当にすみません……！　そんなものを飲ませてしまって」

　そうだ、そもそも私は、昨日ご迷惑をかけてしまったことを謝罪しに来たんだった。青い紙袋から菓子折を取り出して、カウンターテーブルの上に出す。

「あの、昨日は色々とご迷惑をおかけしてしまって、申し訳ございませんでした！」

　カウンターに額を打ち付けそうな勢いで頭を下げる。館山さんの言葉を待っている間、たぶん、たった数秒のことだけど、館山さんがどういう表情をしているのか、確認するのが怖くて仕方がなかった。

「えっと……まさか、それを言うためにわざわざ？」

「はい……」

「菓子折を持って？」

「はい……」

　館山さんの言葉が止まって、私は恐る恐る、顔をあげた。

「っ、ふ、くく……す、すみませ……」

　顔をあげると、肩を揺らしながら懸命に笑いをこらえる館山さんがいた。口元を手で隠してはいるけど、笑いが全身から溢れ出て、隠しきれていない。

「あ、あの」

「あははっ、もう、松戸さん、本当にかわいい人ですね」

「かっ……!?」

　そんな風に言ってもらえるとは思わなくて、どう言えばいいのか、困ってしまう。だけど、本当に楽しそうに笑う館山さんを見ていたら私の頬も、自然と緩んでしまう。

「お菓子、よかったら……」

「ふっ、そうですね、っ、じゃあ、コーヒーのお茶請けにいただきます」

　なんとか笑いを抑え込みながら、館山さんが両手でお菓子を受け取ってくれた。

「あの、私、昨日の記憶がほとんどなくて……」

「そうなんですか？」

「お恥ずかしながら……」

　飲んでからの記憶が断片的で、話した内容とかは少しずつ思い出してはいるけど。例えば、館山さんはずっと男子校だった、とか。このお店はおじいさんがやってらした、とか。……何だか思い出せるのは館山さんの話ばっかりだけど。とにかく、すべてを思い出すことはできないと思う。こんな風になるまで飲んだのは、生まれて初めてだ。だから。

「何か、変なこととか言ってませんでしたか？」

「変なことですか」

　何かやらかしたんじゃないか、何かへんなことを口走ったんじゃないか、ってことが心配で……。

　私が持って来たお菓子の箱を開けながら、館山さんが「あ、そういえば」と言った。

「な、なんですか？」

「面白いことをおっしゃってましたよ。会社で、自分は全く悪くないのに責任を押し付けられて謝らないといけないことがあって」

　包装紙の継ぎ目に、館山さんの綺麗な指が添えられて丁寧に剥がされていく。指先にじっと視線を集中させて、次に来る言葉をこわごわ待った。

「そういう時は、『すみません』ではなく『すいません』と言うようにしている、って」

「……そんなことを話したんですか、私」

「ええ。『すいません』は俗語で、ビジネスの場で使う言葉としては間違っているから、それは自分の中で、謝罪した数に入らないんだ、って」

「……バカみたいですよね」

　なんでそんなことを話したんだろう。しかもきっと、酔って得意げに話したに違いない。恥ずかしくて、顔から火が出そう……。

「いえ、頑張っているんだな、と思いました」

「え？」

　館山さんが、私の方へ視線を移して、柔らかく微笑む。その視線の動きにつられて、私も顔をあげた。

「そうやって、心ができるだけすり減らないように工夫して、お仕事を頑張っているんだな、と思いました。素晴らしい考え方だと思います」

　まっすぐにそう言われると、鼻の奥がツンと痛くなった。

「……ありがとう、ございます」

　たぶん、ほとんど声にならなかった。だって、また、泣いてしまいそうだ。

「バウムクーヘンですか。いいですね。切り分けますね」

　館山さんはきっと、私が泣きそうだってことに気がついていて。だけど、気がついていないふりをして。手元のお菓子に視線を戻し、そう言ってカウンターの奥でお皿やフォーク、ケーキナイフを用意し始めた。

　いつもなら、こんな風に何度も泣きそうになることなんて、ないのに。昨日、思い切り泣いてしまったせいで、涙腺の蓋がゆるゆるになってしまってる……。

　静かに鼻をすすって、目尻に浮かんだ涙を指先で拭った。

「どうぞ。お持たせですが」

「ありがとうございます」

　コーヒーカップと同じ柄の綺麗なお皿に盛り付けられたバウムクーヘンに、そっとフォークを立てる。柔らかくて、何の抵抗も感じずにフォークが生地に刺さった。そっと、崩れないように口へ運ぶ。

「……美味しい」

　口の中に広がるバターの香りが、鼻腔をくすぐるコーヒーの香りと混ざり合って、すごく美味しい。フォークを置いて、コーヒーを一口、口に含んでみる。

「お、美味しい……！」

「コーヒーにも合いますね、バウムクーヘン」

「はいっ」

　もう一口、コーヒーを飲んだところで、館山さんに聞かなければならないことがあるのを思い出した。

「あの、館山さん」

　青い紙袋から、もう一つ、菓子折を取り出す。

「実はチサトさんの分もあるんです」

「そんなのいいですよ。そもそも、あいつが焚き付けて飲ませたのがいけないんですから」

　……あいつ。館山さんからそういう言い方が出てくるのが意外だった。でも、それより。やっぱり二人はそういう風に言い合える間柄なんだってことが、ちょっと、ちょっとだけ、ショックだった。チサトさんは、すごく付き合いの長い常連さんで、きっと館山さんとも歳が近くて、綺麗で、お似合いで……。

（……実は彼女、とか）

　そんな考えが頭をよぎって、胸の奥がちくっと痛んだ。

「……あの、松戸さん」

「は、はい」

「違いますからね」

「え？」

　何の話だかわからずにいると、館山さんが言葉を続けた。

「あいつとは、高校時代からの付き合いですけど、ただの腐れ縁で。出席番号が前後だったのが運の尽きでして……」

「高校生の時からのお付き合いなんですか!?」

「ええ、まあ」

　苦虫をかみつぶしたような表情で、館山さんが頷いて、コーヒーを飲んだ。付き合いの長い常連どころじゃない。高校生の時から付き合ってるなんて、私にはもう、入る隙もない。

　そこまで考えて、あれ？　と思う。

（入る隙って何、私、館山さんのこと……っていうか、待って、あれ？）

　昨日の私の記憶なんてあてにならないけど、全くあてにならないけど。でも、私の記憶がもし、正しければ。

「館山さんって、高校、男子校だったんじゃ……」

「そうですよ」

「え？　ってことは、チサトさんって」

「本名は高橋たかはし千里せんり。ああいう形なりをしてますけど男ですよ、気がついてなかったんですか？」

「……全く気がつきませんでした」

　開いた口が塞がらない私の顔を見て、また、館山さんが笑って、柔らかな前髪が揺れた。

（……私、館山さんのこういう笑顔、もっと見たい）

　その時、私は静かに確信した。

　私、館山さんのことが好きだ、って。







◆








　仕事は相変わらずだけど、梟に通うようになって少しだけ、心に余裕ができた気がする。平日の何日かは夜ご飯を梟で食べる。特に、今日みたいな金曜日はほとんど毎週顔を出していた。

　桜庭さんに指摘されたリクルートスーツはやめて、グレーのパンツスーツと、紺色のスカートのスーツを一着ずつ購入した。

　本当は、女性社員はオフィスカジュアルで出社してもいいんだけど、それはちょっと……センスが問われる気がして、私にはなんだかハードルが高くて。せめてシャツくらい可愛くしなさい、とチサトさんに言われて買った淡いグリーンのブラウスに、パンツスーツを合わせた。

　眼鏡や髪型はそのままだし、変わったことなんてそれくらいで。他の人から見たら大したことはないかもしれないけど。でも、私の中では大きな変化だ。

「あ、あかね！　こっちこっち」

「こんばんは、チサトさん」

　カウンター席にいたチサトさんに手招きされて、私は迷わず隣の席に腰を下ろした。館山さんは奥のテーブル席で接客中のようで、カウンターにはいない。チサトさんは少し酔っ払っていて、だけど、いつも酔っ払うと上機嫌なチサトさんが、今日はどこか不機嫌に見えた。

「どうしたんですか？」

「どうしたもこうしたもないわよ。出たのよ」

「え、何がですか？」

　神妙な面持ちでブツブツと文句を言っているチサトさんの、要領を得ない話を聞いていると、館山さんがカウンターに戻ってきた。館山さんが来るとチサトさんは押し黙り、拗ねたようにそっぽを向いてしまった。

「いらっしゃい、松戸さん」

「あ、こんばんは館山さん。……チサトさん、今日どうしたんですか？」

「ああ。まあ、気にしなくて大丈夫ですよ」

　曖昧な、だけどちょっとぎこちない笑顔を貼り付けて、そう言われてしまう。初めて見る、表情だ。

（なんだか、この話題には触れられたくない、みたいな……）

　チサトさんの様子がおかしいのは、館山さんに何か関係があることなのかもしれない。そう思ったけど、すごく、すごく気になったけど、私に詮索する権利はない。仲良くなったとはいえ、私はただの常連で、チサトさんは高校生の頃からの友達。その隔たりは、とてつもなく大きい。

「ご注文、何にされますか？」

「じゃあ……ホットコーヒーと、ナポリタンで」

「かしこまりました」

「ナポリタンは、忙しくない時でいいので」

「……ありがとうございます」

　奥のテーブル席が、今日はいつもより賑わっているような気がして。そう伝えると、館山さんは優しく微笑んでくれた。丁寧に、コーヒーがドリップされていく。鼻に届く香りには、なんとなく、覚えがあった。

「館山さん、今日のコーヒーって……」

「今日はモカマタリです。そういえば、松戸さんに初めてお出ししたのも、モカマタリでしたね」

「ふふ、懐かしいです」

「それにしても……よくわかりましたね」

「まぐれですよ」

　梟に、初めて来た日。あの日の私と、私は何か違うだろうか。見た目を少しずつ整えても、どうしようもない垢抜けなさは相変わらずだし、職場での冴えなさも、相変わらずだ。そんなことを思っていると、館山さんから声をかけられる。

「松戸さんは、少し変わりましたね」

「えっ」

　チサトさんは些細な見た目の変化にもすぐに気がついてくれるけど、スーツやシャツ、化粧を変えたことを、松戸さんに指摘されたことはなかった。何を言われるんだろう、どれに気がついてくれたんだろう、と思ってちょっと、そわそわした。

「ええ、雰囲気が、柔らかくなりました」

「ふん、いき」

　思ってもみなかった言葉に、どう反応すればいいのかわからず、困ってしまった。

「あ、ありがとうございます……？」

　私の言葉に、館山さんはやっぱり、にっこりと笑った。それから、コーヒーを真っ白なカップに注ぎ、私の前に差し出してくれる。

「どうぞ、ホットコーヒーです」

「ありがとうございます」

　私が受け取ったところで、奥のテーブル席から「マスター！」と館山さんを呼ぶ声が響いた。ナポリタンはもう少し後になりそうだな、と思いながら、私はコーヒーに手を伸ばす。

　すると、館山さんのいる間は静かにしていたチサトさんが、突然、私にずいっと顔を寄せて耳打ちした。

「ちょっとあかね。あんた、ピンチよ」

「いきなり何ですか？」

　私は酔っ払いをあしらうつもりで、チサトさんに向き合う。

「……一番奥、テーブル席、左側」

「え？」

　チサトさんに言われた席を見ると、女性のお客さんが一人で座っていた。アイスコーヒーのストローに添えられた指先が華奢で、年齢はチサトさんくらいだろうけど、凛とした姿勢が彼女を若々しく見せている気がした。髪や肌も、綺麗に整えられている。化粧は決して濃くないのにアイメイクや口紅はしっかりと塗られ、元々の顔立ちの良さに映えて、より華やかさを感じる。

「綺麗な人ですね。あの人が、どうしたんですか？」

「何をのんきに『綺麗な人ですね』とか言ってんのよ」

　チサトさんがちょっと小馬鹿にしたように、私の口調を真似する。それから、衝撃的なことを口にした。

「あれ、透の昔の女よ」

「んぐっ、けほ、けほ……え？」

　口に含んだコーヒーを、吹き出しそうになってしまった。

「む、昔、の」

「そう。元婚約者」

「こん!?」

　元婚約者。館山さんの。あの、綺麗な人が。

「な、なんでそんな人がここに？」

　無意識に小声になって、チサトさんに顔を寄せる。

「知らないわよ！　あの女、婚約しといて透よりいい条件の男を見つけたら、さっさとそっちに乗り換えたんだから！　ほんと、どのツラ下げてって感じよ！」

　チサトさんも小声になって、ブツブツと文句を繰り返している。私は、そっとテーブル席の方へ視線を送った。そう言われてみれば。あの綺麗な女の人の目線の先には、ずっと、近くの席でお客さんと談笑している館山さんの姿が捉えられている。

（あんな綺麗な人と、館山さんが婚約……）

　つい、二人が並んで立っているところを想像してしまう。なんだか、すごく、お似合いだ。私と館山さんが並んでいるところを想像してみたけど、比べ物にならない。というか、どう考えても、勝ち目が全くない。

「ちょっと透！」

　チサトさんが館山さんを呼ぶ声で、ハッと我に帰る。カウンターの向こう側にはいつの間にか館山さんが立っていて、今下げてきたらしい食器を洗っているところだった。

「なんであの女を店に入れたのよ」

「なんでって、お客様ですから」

「だってあの女、透が会社やめてここを継ぐって言った途端、浮気してたことを堂々と暴露して、そっちの男と結婚したじゃない！　そんな女を店に入れるなんて！」

「……千里」

　チサトさんのことをセンリ、と呼んだ館山さんの声は、いつもよりずっとトーンが低くて。微笑みを貼り付けてはいるけど、目の奥が全く笑っていなかった。饒舌だったチサトさんが、それを見て口をつぐむ。

「いいんだよ、そんなこと。もう終わったことだろ」

「で、でも……」

　まだ何か言いたげなチサトさんが、チラリ、と奥のテーブル席を見る。すると、奥に座っている女性と目が合って、にっこりと微笑まれ、上品に手を振られていた。

「っ、腹たつ！　あの余裕そうな感じが本当に腹たつ！」

「あんまり飲み過ぎるなよ、千里」

「やめて！　私、チサトだから！」

　また、管を巻き始めたチサトさんにそう言って、館山さんは「ナポリタンを作って来ますね」と、カウンターの奥にあるキッチンへ向かった。

「……あかね！」

「は、はい」

　コーヒーを飲んで落ち着こう、と思ったところで、チサトさんに名前を呼ばれる。思わず姿勢を正してチサトさんを見ると、その瞳はうっすらと涙で滲んでいた。

「チサトさん……？」

「あたし、透には幸せになってほしいの。あいつ、ああ見えてここを継ぐ時だって苦労したのよ」

　グス、と鼻をすすりながら。チサトさんの瞳は真剣そのものだった。

「だから！　あんなおばさんに負けないでよね！」

「おばさんって……チサトさんと同い年くらいですよね？」

「あたしの二個下よ！」

「……それ、自分で言ってて悲しくないですか？」

「あんた、随分言うようになったじゃない」

　じっとりと私を見やるチサトさんのために、スーツのポケットからハンカチを取り出す。チサトさんに差し出そうとするより早く、チサトさんにハンカチを奪われた。チサトさんの二つ下。つまり、館山さんの二つ下。……二十も歳の離れている自分より、やっぱり、よっぽどお似合いだ。

「何よこの、しみったれたタオル地のハンカチ！　女の子ならシルクとかにしなさいよ！」

「シルクって……こっちの方が実用的じゃないですか」

「もう！」

　ついにこぼれてしまった涙をぬぐいながら、チサトさんが言葉を続ける。

「あんたはおブスだけど、素直でいい子だし。あたし、あんたならいいなって思ってるんだから」

「え？」

「透の相手」

　かぁ、と顔が熱くなった。

「そ、な、なに言って」

「バレてないとでも思ってたの？　気がついてない人なんかここにはいないわよ！」

　なぜか怒ったような口調で言われる。テーブル席にいる、他の常連客の人たちも、ってことだろうか。それに。

「た……館山さんも気づいてるんですか？」

　私が、館山さんのことを好きだってこと。

　コーヒーだけが目的じゃなくて、館山さんに会いたくてここに通っているってこと。

「……まあ正直、透目当てで通ってる客なんてたくさんいるから、いちいち気にしてなんかいないかもしれないけど」

　涙を拭いたハンカチをカウンターテーブルに置いて、チサトさんがアイリッシュコーヒーに手を伸ばした。その指先には、今日も綺麗に赤い色が塗られていて、元々男性だったなんてやっぱり信じられないくらい。

「……ライバルはチサトさんだけじゃなかったんですね」

「ちょっとやめてよ！　あたしはそういうんじゃないわよ」

　心底嫌そうに顔を歪めて、チサトさんがそう言った。チサトさんが実は男子校の同級生だった、って話をしていたときの館山さんにそっくりな表情だった。

「あたしはもっと、優しい人がいいもの」

「え、館山さん、すごく優しいじゃないですか」

「……あんた、馬鹿ねえ」

　子供をたしなめるような口調でそう言って、チサトさんは私の方を見た。

「いい？　あれは表面上。営業用よ。あいつ、好きな女には――」

「何の話をしているんですか、チサトさん？」

「と、透……」

　チサトさんの言葉を遮るように、ナポリタンを片手に持った館山さんがカウンターの向こう側から声をかけてきた。にっこりと、微笑んで。

「な、何でもないわよ、ねえ、あかね」

「え？」

　慌てて何かをごまかしているようなチサトさんと、にっこりと微笑む館山さんを交互に見る。うん、これは、たぶん、同意してしまった方がいい場面だ。そう思って、私は力強く頷いた。

「そ、そうですね、何でもありません」

「……そうですか。はい、松戸さん。ナポリタン、お待たせしました」

「あ、ありがとうございます」

　ホカホカと温かそうな湯気をまとったナポリタンが差し出される。置きやすいように手元にあったコーヒーを横によけると、館山さんに「ありがとうございます」と言われた。

「いただきます」

　控えめに手を揃えて、フォークを手に取った。

「……うわ、美味しい」

「よかったです」

　フォークで巻きつけて口に運ぶと、ケチャップの香りが口いっぱいに広がる。美味しい。オリーブオイルがしっかりと香っているのに、脂っこくないし。ベーコンも玉ねぎも、どれを口に入れても、すごく心が満たされる気がした。

「あ、でも」

　私の手元にある飲み物に視線を落とす。

「ホットコーヒーとは、合わないですかね……」

「そんなことないと思いますよ。私は好きな組み合わせです」

「そうなんですね、じゃあ」

　試しに、と思ってフォークをお皿に置き、コーヒーに手を伸ばした。まだ、温かいコーヒーを喉に流していく。

「……んん！　美味しい！」

「よかった」

　コーヒーを口に含んでも、ナポリタンの味と喧嘩しない。混ざりあうわけじゃないけど、何だか、懐かしいような味。この組み合わせで食べたことなんてないのに、不思議な感覚だった。ホットコーヒーとパスタが、しかもこんなに味のしっかりとしたナポリタンが合うなんて、知らなかった。

「ふふ、ここに来ると毎回知らないことを知れて、幸せです」

「光栄です」

　残ったコーヒーは食後にとっておくことにして、私はまた、ナポリタンに手を伸ばした。くるくるとフォークに巻きつけて、最後にフォークの先でベーコンを刺して、崩れないようにそっと口へ運んだ。

「あかね、あんたってコーヒー飲んでる時とご飯食べてる時が一番幸せそうよね」

　チサトさんから呆れたようにそう言われて、何だか恥ずかしくなってしまう。だって、それってなんだか、

「なんだか、子供みたいですね」

　自分でも頭を掠めた言葉を、背後からかけられた。振り返ると、さっきまで奥のテーブルに座っていた館山さんの元婚約者らしい女性が立っていた。立ち姿も綺麗で、私よりも少し、身長が高いように見えた。

「透、随分と若い子を可愛がっているのね。中学生かと思ったわよ」

「……お客様、お会計はこちらでお願いします」

　カウンター脇で、館山さんが取り合わずにそう言うと、女性の顔から笑顔が消えた。お財布を取り出した左手の薬指には、大きなダイヤの指輪が添えられている。

「１２００円です」

「ねえ透、今度一緒に食事でもどう？」

　その言葉に、館山さんが女性の方をゆっくりと一瞥した。

「ちょっとあんた！　あんた旦那がいるんでしょ！」

「それはそれよ。……結婚できないオカマや、お子様にはわからないでしょうけど」

「な、んですって……！」

　女性の綺麗な髪が揺れて、香水の匂いが香った。主張の強い薔薇の香りに、思わず口元を押さえてしまう。私の隣でチサトさんが、言い返せず、悔しそうに唇を噛んでいた。

「ねえ、透？」

「……」

　伝票を持っていた館山さんの手に、女性の手が添えられる。

「……のぞみ」

「なぁに、透」

　館山さんが女性のことを下の名前で呼び捨てにすると、はっきりと胸の奥が痛んだ。女性の甘ったるい声に、胃のあたりがもやもやする。この人はきっと、付き合っている時も、こうやって館山さんに甘えていたんだ。

　もう、見ていたくない――と思って顔をそらそうとしたところで、館山さんが女性の手を振り払った。

「きゃっ」

「――支払いは結構だ」

　館山さんの、いつもより少し低い声が店内に響く。カウンターを出て、入り口の扉の前に立ち、女性をエスコートするみたいに扉を開け、にっこりと微笑んだ。そして。

「うちはコーヒーを専門に扱ってる。主張の強い悪趣味な香水を撒き散らされたんじゃ他の客に迷惑だ。二度と来ないでくれ」

「っな……！」

　のぞみさんの顔が、怒りで見る見るうちに歪んでいく。それから、思わず口元を押さえてしまっていた私を振り返り、強く睨みつけた。

「あんたなんか、ただ若いだけよ。私、あんたには一生負ける気がしないわ」

　私に向かって吐き捨てるようにそう言って、のぞみさんは、館山さんの方を見もせず、逃げるように店を後にした。ゆっくりと扉の閉まる音がして、次いで、チサトさんが「何よあの女」って文句を言う声や、館山さんが他のお客さんに謝る声が聞こえてきた。でも、もう、何も頭に入ってこなかった。

　若いだけ。私は、若いだけ。

　……そう、かもしれない。

　頭を殴られたような衝撃だった。たぶん、他の誰もがそう思っていて。だけど、絶対に教えてくれないことだ。

　綺麗な人だった。あの歳で、十八歳年下の私と対峙して、完全に彼女が勝っていた。いつも綺麗にしているチサトさんさえ、のぞみさんの内面から溢れ出る自信や余裕に、気圧されていた。彼女の自信は何も、持って生まれた美しさだけに担保されているわけじゃない。彼女は、日々、美しくあることに丁寧に向き合っている。向き合っている、っていう自信があるんだ。

（私には……それがない）

　ちょっとスーツを変えたくらいで、人生が変わったような気持ちでいたことが、恥ずかしい。膝の上でぎゅっと拳を作ると、パンツスーツにシワが寄った。だめだ。全然、足りない。変わったなんて、全然言えない。

「あかね？　ちょっと、聞いてる？」

　私の顔を覗き込んできたチサトさんに、

「すみません、聞いてませんでした」

　はっきりと告げて、ナポリタンに向き直った。「何よそれ！」と文句を言っているチサトさんを無視して、ナポリタンを食べ続ける。食べ終わると、すっかり冷めてしまったコーヒーを飲んで、立ち上がった。

「ごちそうさまです、今日はもう帰ります」

「え、ちょっと、あかね！」

「お会計、これで払っておいてください、お願いします」

　接客中の館山さんに挨拶もしないで、チサトさんにお金を押し付けるように渡して、私は店を出た。だめだ。このままじゃ。悔しいけど、あの人の言ったことは、正しい。

（若いだけ、じゃだめ。だって……）

　若さは、絶対に、いつか失うものだから。
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「おはようございます、桜庭さん」

「おはよう松……戸？」

　朝、社内で桜庭さんを見かけて声をかけると、桜庭さんは私を見て固まった。

「お、おい、松戸」

「なんですか？」

「……ちょっと来い」

　有無を言わさない雰囲気で、手首を捕まれ廊下へ連れ出された。

「ちょ、ちょっと、なんなんですか」

「いいから、トイレ行って鏡見てこい」

「うわっ」

　背中を押されて化粧室に放り込まれる。すれ違った女性社員の人に訝しげな目で見られながら、私は洗面台へ向かった。

「……えっ!?」

　鏡にうつった私の顔は、自分で思っていたよりもずっと化粧が濃くて。特に、チークの色が強すぎて「おかめさん」みたいになっていた。

（ど、どうして！　家で化粧をした時はこんなじゃなかったのに！）

　慌ててティッシュで頬をこすって落とす。ファンデーションも一緒に落ちて、ムラができてしまった。よく見たら、アイシャドウもちょっと濃いかもしれない。眉毛も、口紅も……。一度気になると全てが失敗しているように思えてくる。

「さ、桜庭、さん……すみません、ありがとうございます」

　頬のファンデーションが剥がれたことが気になって、両手で頬を隠しながら化粧室から出る。桜庭さんは少し離れたところに立っていて、私のポーズを一瞥して何か言いたそうだったけど、私が近寄ると何も言わずに小さくため息をついた。

「ったく、どこで化粧したんだよ」

「じ、自分の部屋ですけど……」

「電気は？　つけたか？」

「え？」

　電気？

　桜庭さんの意図がわからず、キョトンとしてしまう。朝はいつも、雨の日以外、電気はつけていない。カーテンは、開けるけど。

「つけて、ないです」

「化粧をする時は明るいところでやらないと、濃くなったり、ムラができたりするんだよ」

「え、そうなんですか」

「……あ、おい、なんだその顔。違うぞ！　俺が家で化粧をしてるわけじゃないからな！」

「な、何も言ってませんよ」

　何も言わなかったけど、確かにちょっと、想像した。朝、かわいい鏡台の前で化粧をする桜庭さんの姿を。

「……ふっ」

「笑っただろ。今、俺が化粧してるところを想像して笑っただろ」

「し、してませ、っくく」

　抑えきれなくて、笑ってしまう。頬を隠していた手のひらで、口元を覆い隠しながら。そうしていても、隠してきれていないのはわかっているけど。

「おい、松戸――」

「あら、朝から楽しそうですね」

　声をかけられて、あからさまにビクッと肩を揺らしてしまった。声のした方へ視線をやると、金町さんがにっこりと微笑んで立っていた。

「お、おはようございます」

　頬に手を添えたまま、会釈をしながら挨拶する。

「……松戸さん、その手は何なの？」

「あ、す、すみません」

　不快そうに歪んだ金町さんの顔を、直視できない。ファンデーションが崩れているのは気になったけど、目線をそらしたままで両手を離した。

「おはよう、桜庭くん」

「おう、今日も強そうだな、金町」

「何よそれ」

　桜庭さんの言葉に、金町さんが笑いながら桜庭さんの肩を軽く叩いた。

「そうだ、次の同期会の幹事、俺と金町だろ」

「え？　ああ、そうね」

「今日、ランチしながら場所決めでもするか」

「……まあ、いいわよ」

　渋々を装ってはいるけど、金町さんが嬉しそうに微笑む。それから、「じゃあ、お昼に」と言って、私には目もくれずその場を去っていった。

「桜庭さん、ありがとうございました」

「……化粧のことか？　金町のこと？」

　何だか意地悪な笑みを浮かべて、桜庭さんがそう言う。私が金町さんのことを苦手なのをわかってて、うまくかわせないのをわかってて、助けてくれた。桜庭さんはいつも、周りをよく見ていて、優しい。

　もう一度お礼を言って、桜庭さんと別れて歩き出す。自分の席に置いている鞄からファンデーションの入ったポーチを取り出し、それを持って化粧室へ戻ろうとした。

　その時。

「ねえ聞いて、なんか今、松戸さんが桜庭くんに媚び売ってるとこ見ちゃったんだけど」

「えー！　何ですかそれ！」

　給湯室から、金山さんと黒木さんの声が聞こえてきて。思い切り自分の名前が出てきたせいで、足を止めてしまった。――こういう時、立ち止まって話を聞いたって何もいいことはないってわかってるのに。

「なんかいつもより化粧も濃くてさ、こうやって、両手を顔に添えて超ぶりっ子してんの」

「あはは、さすが松戸さん。やり方がダサいですね」

「黒木さんひっど！　でも言えてる」

　二人の楽しそうに笑う声が、廊下に響く。

（……こんなの、何でもない。大丈夫。傷つく必要なんてない）

　ファンデーションの落ちた頬を指でなぞりながら、私は化粧室へ向かった。
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「松戸！」

「……桜庭さん」

　帰り道。駅へ向かう途中、梟の近くで桜庭さんに声をかけられた。営業先からの帰りだったようで、黒い革の鞄の他に、販促用の資料をたくさん抱えている。

「重そうですね、大丈夫ですか？」

「ああ、大丈夫だ。……あ、そうだ」

　桜庭さんは、うちの会社のロゴが入った白い紙袋の中から、小さな箱と冊子を取り出した。

「これ、やるよ」

「これは……？」

「店舗用サンプル。使い方はそれに載ってるから」

「あ、ありがとうございます」

　冊子を鞄にしまって箱を開けると、小さな化粧品のサンプルが、いくつか入っていた。

「うわぁ、かわいい！」

「かわいいよな。うちの化粧品」

「でも……私には、ちょっと、可愛すぎますよね」

　自嘲気味にそう言うと、桜庭さんが、キュッと口をつぐんだ。

（あ、しまった……）

　言葉を、選ばせてしまっている。優しい桜庭さんは、私のことを傷つけないように心にもない言葉を口から吐き出そうとしてくれてる。それに気がついて、話を終わらせるために慌てて化粧品の入った箱を閉じた。

「すみません、ありがとうございます。大切に使い」

「あのさ」

　私の言葉を遮った桜庭さんの顔は、真剣そのもので。その瞳にまっすぐに見つめられると、変なごまかしで逃げることはできない、と思った。

「松戸は、かわいいからな。中身も、外見も。少なくとも、俺は、いいと思う」

「あ、あり、がとうございます」

「俺、前から……松戸のこと」

　いつもの軽口じゃない。声のトーンも、表情も。続く言葉を、聞く勇気がなかった。もしこれが、自意識過剰じゃないなら、続く言葉は、一つしかない。桜庭さんが、一歩、私の方へにじり寄る。

「松戸のことが――」

　その時。桜庭さんの肩越しに、見知った顔を見つけた。――館山さんだった。

「だ、だめ！」

　自分から一歩、桜庭さんに近寄って、両手で桜庭さんの口をふさいだ。だって、どうしても、こんなところ、館山さんには見られたくなかった。ほかの人に、告白されているところなんて。勘違い、されたくなくて。だけど。

「桜庭さん、松戸さん……」

　この状況の方が、よっぽど誤解を生んでしまいそうな気がする。キスしそうなくらいの至近距離で、桜庭さんの口元に両手を添えているところで、館山さんに声をかけられた。どうしたらいいのかわからなくて、その体勢のまま固まってしまう。違うんです、これは、館山さんに告白されているシーンを見られたくなくて……なんて、いろんな意味で言えるわけがなかった。

　案の定、何かを勘違いした様子の館山さんは、チサトさん曰く営業用の、いつもの柔らかな笑みを携えて、

「すみません、お邪魔でしたね」と軽く頭を下げた。それから。

「また、お二人で店にいらしてくださいね」

　そう言って、私たちに背を向け、梟がある方へと歩いていった。

「た、館山さん！」

「っ、松戸！　待てよ！」

　桜庭さんから手を離して館山さんを追いかけようとしたのに。桜庭さんに呼び止められ、腕を掴まれる。販促物の入った袋が、ガサガサと音を立てた。

「なんなんだよ今の。俺が何を言おうとしたかわかってて」

「そ、その話は、あとで聞きます、今は館山さんを追いかけないと」

　誤解されちゃう。

　追いかけて行って話をしても、うまく誤解をとけるかはわからないけど。それでも、追いかけないよりは……。それなのに、桜庭さんは私の腕を強く掴んだままで、離してくれなかった。

「追いかけないと、なんだよ」

「っ……」

　苦しそうに歪んだ桜庭さんの表情に、失敗した、と思った。自分の気持ちを優先して。そうだ、私、桜庭さんが私に何を言おうとしてたか、わかってたくせに。

「す、すみませ……」

「謝るなよ」

　反射的に出た言葉を、すぐに否定される。

「謝られたら、余計惨めになるだろ」

「……」

　桜庭さんの声は、苦しそうで。こんな時なのに。どう考えたって私が悪いのに。それでも、その声に私を責めるような色はなかった。絞り出すように、桜庭さんが言葉を紡ぐ。

「松戸、お前まさか……マスターのこと好きなのか」

「……」

　何を、言えばいいのかわからなかった。この状況で、何を言えば桜庭さんをこれ以上傷つけずにすむのか、なんて。私はまだ、そんなずるいことを考えている。

（だめだ……ちゃんと、向き合って、答えないと）

　桜庭さんに握られているのとは、反対の手を、ぎゅっと固く握った。

「……はい、好きです」

　できるだけ丁寧に返そうとした言葉は、少し、震えてしまった。

　人を、傷つけるってわかっていて、口にする言葉を選ぶなんて。今まで、誰とも向き合ってこなかった私には、苦しくて。喉の奥で言葉がつっかえてしまいそうになる。

「……まじ、かよ」

　私の手首を握ったままで、桜庭さんが力なくその場にしゃがみ込んだ。頭を落として、地面に向かって大きくため息をつく。

「こんなことになるなら、あの店を紹介するんじゃなかったな……」

「……」

　自嘲気味にそう言った桜庭さんの声も、震えていた。私は、やっぱり何を言えばいいのかわからなくて。何かを、言ってもいいのかさえわからなくて。ただじっと、桜庭さんのことを見ていた。こういう時、自分の経験値不足を痛感する。

「……なあ、松戸」

「はい」

　桜庭さんが顔を上げて、その顔が、どうしようもなく切なく歪んでいて。私は、手首を掴まれたままで、ゆっくりとその場にしゃがみ込んだ。桜庭さんと、向き合う。

「俺、松戸のこと、好きだ」

「……はい」

「ずっと、好きだった」

　桜庭さんの声が、弱くなって。目尻が濡れていく。それでも、桜庭さんは決して私から目をそらさなかった。

「なあ、松戸」

　すん、と鼻をすすって、寸でのところで涙を押しとどめているのがわかった。私にも、覚えがある。涙が出てくるのは止められなくて。だけど、絶対にこぼしたくなくて。……苦しい。すごく、苦しくて。辛い。

「俺、すげえかっこ悪いこと言っていいか」

「……なんですか」

「梟に行かないでくれ。……今日だけで、いいから」

　いつも笑顔で、さりげなく私をフォローしてくれて。

　綺麗でも、性格がいいわけでも、仕事できるわけでもない私を、ずっと見捨てないでいてくれた桜庭さんの声が、震えていた。いつも自信に溢れていて、私を励まそうと梟へ連れていってくれた桜庭さんの、瞳から、涙が一筋溢れた。

「……はい」

　館山さんに勘違いされていたとしても。私には、今、桜庭さんをここに置いていくことなんてできなかった。
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　桜庭さんに告白された翌日。

　梟へ向かうかどうか迷って、結局私は行かなかった。

「今日だけでいいから」って言われたけど、でも、だからってすぐに行くのも気が引けたし、何より、館山さんに会うのが、ちょっと、怖かった。

　誤解されたかもしれない。もし誤解されていたとして、どうやって弁解すればいいのかがわからない。……だけど、それより。

「実は全く関心を持たれてない、ってパターンが一番怖いよ……」

「お二人でいらしてくださいね」なんて言われてしまったし、館山さんがもしかして私のことを――、なんてポジティブな妄想はできない。だから、それが一番ありえるパターンだと思う。でも、今そんな反応をされてしまったら、ちょっと、心が折れてしまいそう。

「……コーヒー、淹れようかな」

　帰りがけに買ってきた、モカブレンドのコーヒーの粉を、スーパーの袋から取り出す。赤い缶に入っているコーヒー粉は、なんとなく、いつも買っている安い粉よりも高級感がある気がした。蓋を開けると、漏れていたコーヒーの香りが一気に強まった。

「いい香り……」

　深呼吸をするようにゆっくりと吸い込んで、息をはく。

　それだけで、なんとなく身体が楽になったような気がした。

　ドリップポットで一人前のお湯を沸かしている間に、ドリッパーをマグカップの上に直接セットした。ペーパーフィルターの端を折って、ドリッパーにはめ込み、コーヒー粉をそっと入れていく。

　梟で、館山さんがしているように。

　丁寧に。丁寧に。

　それだけを強く意識しながら、ドリップポットからそっとお湯を注いだ。

（コーヒーが落ちていく音、好きだな）

　ドリッパーに注いだお湯が、コーヒーになって、カップに少しずつ落ちていく。水面が優しく跳ねる音を聞きながら、何度も深呼吸をしてコーヒーの香りを吸い込んだ。

　淹れたてのコーヒーがキッチンの白い照明に照らされて、キラキラと光っているように見えた。その場で、一口、飲んでみる。

「……美味しい、けど」

　何か、違う。

　モカブレンドなら、梟で淹れてもらう味に近づけるかと思ったのに。全然、だめだ。

「はぁ……」

　大きなため息を押し戻すように、真っ黒なコーヒーで喉を濡らした。
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「あれ？　あかね？」

「チ、チサトさん……」

「あかねじゃなーい！　久しぶりねっ」

　梟の近くで、チサトさんに抱きつかれる。ふわっと香る、控えめなコロンの香りが、なんだか懐かしかった。

「いつぶり？　二週間ぶり？」

「それくらい、ですかね」

「なんで最近全然来なかったの？　まさか、……振られた!?」

「ち、違いますよっ！　仕事が忙しかったんです」

　この１週間、月末の処理に追われて毎日遅くまで残業したのは、本当だ。だから、忙しかったのは嘘じゃない。嘘じゃないけど。

「ふうん？　……まあ、そういうことにしておいてあげるわ」

　ニヤニヤと笑みを浮かべたチサトさんから、思わず視線を外してしまう。

「あんた、透の元婚約者が来た日から来なくなっちゃったじゃない？　あれから透の様子もおかしいし、てっきり見切り発車で告白しちゃったのかと思ったわよ」

「してませんってば」

　チサトさんの勢いに押されながら、苦笑いを浮かべる。そんな私の顔を見て、チサトさんが「んんん!?」と声をあげた。

「なんかあんた……ちょっと女っぽくなったわね」

「えっ、本当ですか!?」

　実は、あれから毎日メイクの練習をしていて、自分でも結構上達した自信がある。美容室でトリートメントをして、家でも毎日、ヘアケアをするようになった。

　だから、いつも綺麗なチサトさんにそう言われるのは、すごく嬉しい。

　チサトさんは私の頭の先から爪先までをじっと見た。それから、顎に手を添えて、

「……うん。まあ、大学デビューの18歳くらいのレベルにはなったわね。67点」と残酷な点数を告げた。

「ろ、ろくじゅ……これでも結構頑張ったんですけど、私……」

「あんたは今までが頑張らなすぎなのよ。みんなそれくらいやってるもんなんだから。周りを追い抜きたかったら、ここからどうするかが勝負なのよ」

「はぁ……」

　そういうものなのか……。なんだか得意げなチサトさんをよそに、私はそっとため息を吐いた。

「それで？　ここにいるってことは、今日は行くんでしょ、梟」

「え、あ、いや」

　正直、ここまで来ておいて、決心がついていなかった。

　変に間を開けてしまったせいで、どんな顔をして館山さんに会えばいいのか、わからない。もしかしたらあの時のことなんて、館山さんはもう、忘れてしまっているかもしれないし。……忘れていてほしいって気持ちと、気にしていてほしいって気持ちが、胸のあたりでぐるぐる、もやもやしている。

「何よ、いいから行くわよ！」

「あ、ちょっ」

　梟へ向かう道をチサトさんに引きずられながら、私は、なんだか救われたような気持ちだった。思えば、梟で泣き喚いてしまった日も、チサトさんがいてくれたから気まずい空気にならずに済んだし。常連さんたちの輪の中に少しだけ入れるようになったのも、全部、チサトさんが引き入れてくれたからだ。

「チサトさん」

「ん？　何よ」

　梟の入り口が見える。

　チサトさんのヒールが、階段をカツン、カツンと鳴らしながら軽やかに降りていく。

「……ありがとうございます。私、チサトさんに出会えて、良かった」

「でっ、……はぁ!?」

　私の言葉に思い切り動揺したチサトさんが、振り返って顔を真っ赤にする。頬を隠すように添えられた手の先で、綺麗な赤い爪がキラキラしていた。

「な、なに恥ずかしいこと言ってんのよ、あんた！」

「言いたくなったので」

「あたしに言ってないで、透に言いなさいよねっ」

　照れ隠しにそんな悪態をつくチサトさんはなんだか可愛らしい。少しだけ緊張が解けたような気がして、チサトさんが開けてくれた扉の奥へ、一歩、足を踏み出した。ふわり……と香ったコーヒーの香り。

（ああ、これだ）

　私の好きな香りは、この香りだ。

　ただコーヒー豆の香りを嗅ぐのとは、少し違う。ナポリタンのソース、アルコールの香り、微かな食器用洗剤の匂い、温かな木の香り……いろんな匂いが混ざって、だけどその全てが、コーヒーの邪魔をしていない。優しくて、柔らかくて、懐かしい。

「いらっしゃいま……」

「こ、こんばんは」

　カターン、と音を立てて、館山さんの手から木製のお盆が床に滑り落ちた。

「た、館山さんだいじょうぶですかっ」

「……あ、ええ、大丈夫です。いらっしゃいませ。お久しぶりですね」

　何事もなかったようにお盆を拾い上げ、「失礼いたしました、またお越しください」と、帰ろうとしていた他のお客さんを館山さんが見送る。

「あたし、明日は早いから、アルコールはやめとくわ。アイスコーヒーで」

「……いつもそうしてくれ」

　当然のようにカウンター席の真ん中に座ったチサトさんがアイスコーヒーを注文すると、前のお客さんの食器を下げにいった館山さんが呆れたようにそう言った。チサトさんの隣に座って、メニューに目を通す。

「えっと、じゃあ、私もアイスコーヒーで……」

「かしこまりました」

　柔らかな口調、優しい物腰、綺麗な笑顔。出会った時に惹かれたままの館山さん。それなのに、なんでだろう。

（なんか……距離を、感じる）

　最初の頃、チサトさんに対して「羨ましい」って感じていた頃とも、少し違う。あの時は、距離があっても「出会ったばかりだから」と思えた。でも。

「あ、あの、館山さん」

　声が裏返らないように気をつけながら、カウンターの中にいる館山さんに声をかけた。

「はい、どうされました？」

　顔をあげた館山さんの顔には、やっぱり、完璧な笑顔が張り付いていて。綺麗だけど、どこか……知らない人みたいだ。

（距離を、取られた……？）

　私と館山さんの間にはカウンターテーブルしかないはずなのに、そこには確かに大きな隔たりがあった。

「えっと、……こ、こないだの、ことなんですけど」

　チサトさんが、聞いていないふりをしながら耳をそばだてているのがわかったけど、それどころじゃなかった。桜庭さんとのことをどう弁解するかなんて、まだ思いついてなかったのに。話し始めてしまった。どうしよう、と思っていると、お店の入り口の扉が開いて、

「いらっしゃいませ」

　館山さんはそちらに顔を向け、笑顔で挨拶をする。そして、私の言葉なんて最初から存在しなかったみたいに、アイスコーヒーを淹れ始めた。

「……どうぞ、アイスコーヒーです」

「……ありがとう、ございます」

　いつもなら「ちょっとなんなの、この空気」とかってからかってきそうなチサトさんも、私と館山さんの間にある異様な空気感を察して、何も言ってこなかった。差し出されたアイスコーヒーは、いつもより味がしない気がした。






「元気だしなさいよ、あかね」

　そう言って、チサトさんは私とは路線の違う駅へ向かった。

　明日が早いから、というチサトさんと一緒にお店を出て。チサトさんの背中を見送りながら、素面で帰っていくチサトさんを見るのは初めてだな、なんてどうでもいいことを考える。

「……元気なんて、出ないですよ」

　あの後も結局、私と館山さんの間にある空気が２週間前のように戻ることはなく。お店も混雑してきて、カウンターに館山さんが立っていることもいつもよりだいぶ少なかった。それも、私を避けるためにそうしていたのかも、しれないけど。

　左手の手首に巻いた腕時計に視線を落とす。午後10時。梟が閉まるまで、あと３時間。終電までは、もう、２時間しかない。

「……待とう」

　絶対に、今日、館山さんと話さないといけない、と思った。

　この間みたいに日を置いてしまったら、また、言いづらくなってしまう。それに。もし、嫌われてしまったんだとしたら。これ以上関係が悪化することなんてない。だったら、このまま終わるくらいなら、ちゃんと自分の気持ちを伝えたい。

　館山さんを好きだってこと。

　梟が好きで、コーヒーが好きで、大切で、私の心を支えてくれていること。

　ちゃんと、伝えたい。

「……」

　会社の鞄をぎゅっと強く握りしめて、梟の入り口へ続く階段のそばで、館山さんが出てくるのを待った。






「へくしゅっ」

　夜はもう、肌寒い。スカートを履いてきたことを後悔していると、

「……松戸さん？」

　閉店準備をしている館山さんに声をかけられた。

「た、館山さ……っくしゅ」

「どう、したんですか」

　心配そうに私へ近寄ってくれる館山さんは、私のよく知る館山さんみたいで、なんだか、目頭が熱くなってしまう。

「へ、閉店準備、ですか」

「ええ、看板を店の中に下げるので……」

「終わるの、待っててもいいですか。お話ししたいことが、っくしゅん」

　あります、と言い終える前にまた、くしゃみが出てしまった。すん、と鼻をすする。

「……中に、入りましょう。風邪をひきます」

「でも」

「いいから」

　有無を言わさぬ口調で言われ、私は、看板を持って階段を降りていく館山さんの後を追った。看板が入り口の近くに立てかけられ、私はその隣に立つ。どう、話を切り出そう。早く言ってしまわないと、館山さんはこれから閉店準備をするだろうし、そんなに時間をもらうわけにはいかない。

「……さっき、言いかけたことなんですけど」

　私が口を開くと、館山さんがこちらを向いた。向き合う形で、言葉を続ける。

「わ、私と、桜庭さんは、付き合っているわけではないです」

　館山さんの反応を見るのが怖い。反応がないかもしれないことが、怖い。それでも、私は、まっすぐに館山さんの顔を見据える。絶対に、最後まで目を離したくない。あの日、桜庭さんが私にそうしてくれたように。ちゃんと、私の気持ちが伝わるように。

「あの日は、いろいろあって……でも、とにかく、私が好きなのは桜庭さんじゃ、なくて」

「……」

　館山さんは、何も言わない。

　だから、何を考えているのかもわからない。でも、初めて見る真剣な表情は、営業用の笑顔で対応されるより、館山さんをずっと近くに感じられる気がした。

「私、は……」

　鞄を持ったまま、スカートをぎゅっと握りしめる。

「館山さんのことが好きです」

　自分の言った言葉に押し出されるように、一気に涙が零れ始めた。

「っ、好きなんです」

　手の甲でぬぐいながら、それでも、館山さんから目線を落とさない。

「年が離れている、こともっ、私じゃ、全然釣り合わない、ことも」

　涙がとめどなく溢れて、声が掠れていく。

「わか、ってます。でも、どうしても、どうしようもなく、館山さんのことが、好きなんです」

　好きだって伝えることが、こんなに苦しいなんて、知らなかった。

　だって、きっと私は今から、失恋してしまう。わかっているのに、伝えたくて仕方がなかった。こんな、幼稚でどうしようもない告白を、聞いてもらえただけでありがたいけど、でも。これから私へ返ってくるはずの館山さんの言葉を想像して。それには、笑顔で「聞いてくれてありがとうございます」って答えないと、と思う。

「……松戸さん」

「……はい」

　覚悟を決めて、言葉を待つ。

「私は、松戸さんが思っているような優しい男じゃないですよ」

「そんな、こと」

「館山さんより二十も年上で」

「そ、そんなの関係ないです！」

「……ありますよ」

　館山さんの、何かを諦めたような表情が、胸を締め付けた。

「桜庭さんといる姿を見たとき、ああ、これが自然な形なんだ、と思いました」

「……」

「私はきっと、松戸さんより二十年早く、この世を去ってしまう。私の気持ちより、その事実の方が大事だと思ったんです」

「館山さんの、気持ち、って」

　淡い、期待をしてしまう。そんな言い方をされたら。都合のいい、想像をしてしまう。だって、それって、まるで。

「……松戸さんのことが、好きです」

　館山さんから告げられた言葉に、うまく、声が出なかった。涙が、ピタリと止まる。

「もう一度、言ってください」

　まっすぐに。はっきりと。間違わないように気をつけながら、言葉を紡いでいく。

「……私、何もいらないです、それだけで、いい。他の、人より、一緒にいられる時間が短くても、それでも、私、誰よりも館山さんのことが、好きです、だから……もう一度、聞かせて、ください」

　私が絞り出した言葉に、館山さんが優しく微笑む。仕方ないな、って感じで。そういう、温かい微笑みだった。

「松戸さんのことが、好きです。……お付き合い、していただけますか？」

　館山さんから告げられた言葉に、また、目の奥が熱くなった。

「はいっ、もちろんです……！」

　せっかく止まった涙が、堰を切ったように溢れ出す。でも、涙を指先でぬぐいながらも、頬が緩んでしまう。なんだか今更恥ずかしくなって涙を隠すようにうつむいていると、館山さんが、一歩私の方へ近寄ってきた。

「……あなたはいつも、無自覚なんですよね」

「え？」

　館山さんの指先が私の頬に添えられて、涙を拭われる。至近距離で見る館山さんの顔は、やっぱり美しくて。見惚れていると、

「でも、そうやって大人の男を煽って、そんなつもりじゃありませんでした――なんて、通じませんよ？」

　館山さんの顔が、今までで一番近くに寄ってきて、あっという間に唇を重ねられた。

「んっ……！」

　熱い。触れられている自分の頬が、館山さんの手が。たっぷりと熱を帯びていくのがわかった。

「っ、はぁ……」

「ほらまた、そうやって色っぽい顔をする」

「だ、って」

　そう言われると、自分がどんな顔をしているのか気になってしまう。普段の顔すら、別に可愛くないのに。きっと今は、耳まで真っ赤だ。前髪で顔を隠すように視線を落とした私の頬には、

「……ちゃんと見せて」

　館山さんの温かい手のひらが添えられていて。優しく、けれど逃れられない強さで、強制的に視線を絡め取られる。

「っ、館山さ……」

「なんですか、松戸さん？」
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　館山さんの口調が、お店で話すときみたいに柔らかな敬語に戻った。思わず後ずさる。すぐに肩が入り口の扉に触れてしまった。私の頬から離れた館山さんの手のひらが、そっと髪を撫でてくれる。優しい手つきとは裏腹に、ぼんやりとした灯りに照らされた館山さんの瞳は、今まで見たことがないような目つきで。妖しくゆらめいていた。

「た、館山さん？」

「……付き合うんですから、下の名前で呼んでください」

　両太ももの間に、館山さんの左膝が入り込む。スカートが、めくれてしまいそうで、気になって手で押さえつけた。

「っ、あ、あの」

「下の名前は忘れてしまいましたか？」

「ま、まさか！」






『館山透です』






　館山さんに初めて出会った日。他にも色々聞きたいことはあったのに、自分に自信がなくて、怖気付いて、名前を聞くのが精一杯だった。ああ、でも、やっぱり、私――

「忘れるはず、ないです。あの日、館……透さんから名前を聞いた日からずっと、私は透さんのことが、その」

　あの日、恋に落ちると思ったのは、間違いじゃなかった。まさか、館山さんに好きだって言われるとは、思っていなかったけど。

「好き、だったんだと、思います」

　自然と、微笑みながらそう伝えて。館山さんの真っ白なシャツを掴んだ。初めて、自分から館山さんに触れた。熱が、シャツ越しに伝わってしまいそうで……。

「なんか……ドキドキ、しますね」

　視線が絡まると、また、唇を重ねられる。

「ん……っ」

「……あかね」

　唇を少しだけ離して、館山さんが私の名前を呼ぶ。甘くて、低くて、とろけるような声。名前を呼ばれただけなのに、胸がきゅんとして、心の奥が温かくなる。

「あかね、かわいい」

「っ、か、かわいくないですよ」

「かわいいよ」

　唇ではなくて、頬に優しくキスをされる。くすぐったいような、気持ちがいいような。ちゅっちゅ、と音を立てながら、館山さんの唇が私の耳元に添えられた。

「……こんなに一生懸命で、周りのことをよく見ていて」

　言葉を区切る時に、耳元にもちゅっとキスを落とされて、息がかかる。私は、漏れそうになってしまう声を、必死に抑え込んで。

「俺の淹れたコーヒーを、世界一美味しそうに飲んでくれて……こんなに可愛くて、綺麗な女性、他にいないだろ……」

「っんぁ……！」

　言葉が終わるやいなや、耳元をペロリと舐められて。こらえきれなくなった声が思い切り漏れ出てしまう。恥ずかしくて。私は慌てて自分の口を両手で塞いだ。

「……耳、弱いのか」

「わ、わからない、です」

　自分でも、こんな風になるなんて知らなかった。

　だって、こんな。館山さんが私の髪の毛に触れている首元も、キスを落とされた耳元も、抱きしめるように腕が回された腰も、全部。熱くて。気持ちよくて。もっと、もっとって。そう、思ってしまうなんて。

「……あかね」

「あっ、んん……！」

　唇を重ねられたまま、薄く開けた視界の中で館山さんが片手でシャツのボタンを外すのが見えた。服の上からじゃ目立たなかったしっかりとした胸板に触れると、心臓がドクン、と跳ねる音がした。熱い。私の手のひらが、緊張で冷えてしまっているせいかもしれない。

　正直これは、ここまでは、想定外だ。

　自慢じゃないけど……というか自慢にはならないけど、彼氏いない歴４年目に突入した私には、ちょっと刺激が強すぎやしないだろうか。

　スカートの裾から、そっと指先で太ももを撫でられると、身体が、期待で小さく震えた。すかさず私の脚の間に膝が押し込まれて、脚を閉じることもできなくなってしまう。

「ちょ、ちょっと、待っ……」

「待たない」

　普段とは違う有無を言わさぬ口調に、顔が熱くなる。やばい。私たぶん、今、顔が真っ赤だ。

「こっち向いて」

「っ、でも」

　顔を隠そうとうつむいた私の顎に指を添えて、目線を捉えられた。大好きな甘い目尻。彼の瞳の奥がジリジリと熱を帯びていくのがわかる。真剣な眼差しから、熱情が溢れていて、見つめられただけなのに「この人が好き」って感情が胸の奥に広がる。

「かわいい」

「んんっ」

　唇が重ねられる。私のすべてを奪うような、激しいキス。緊張して固くなっていた私の唇を、そっと解すように何度も、何度も角度を変えて。空気を求める振りをして薄く開いた唇へ、誘われるように彼の舌先が侵入してくる。背中に回された指先が触れたところから、舌先から、彼の太ももが当たっている下着の奥から、快感が全身へ走り抜けていくのがわかった。

「……あかね、好きだよ」

「っ、わ、たしも……大好き」

　愛を囁いた彼の唇が、もう一度私の唇に重なるのを見ながら、私はそっと目を閉じた。館山さんの手が、私のシャツの裾から忍び込んできて。無遠慮に、だけど痛くないように優しく、下着の上から胸を掴まれる。唇がゆっくりと引き離されると、薄い銀の糸を引いた。

「っ、ぁ……ン……！」

　首元に唇を添えられて、私は、「ちょっと待って」って言いたかったのに。甘い嬌声を、口の端から漏らすことしかできない。館山さんの指先が、下着をめくるように動いて、胸の先に触れた。その瞬間。

「……へっ、くしゅん！」

　私の、全く色気のないくしゃみが、お店の中にこだました。驚いた館山さんの肩が、小さく揺れる。それから、私の顔を見て、

「ふっ……あははっ」

　楽しそうに声をあげて笑った。

「す、すみません……」

　雰囲気を壊してしまったことが申し訳なくて、あと、もどかしくて。鼻をすすりながらも、続きを期待してしまっていて。

「……かわいいな、本当に」

　だけど、愛おしむように私の頭を撫でてくれる館山さんに、「続きが欲しい」なんて、そんなこと言えなかった。







◆








　あの後、透さんの入れてくれたコーヒーを一緒に飲んで。終電なんてとっくになかったから、店舗の上にある透さんの部屋で一晩一緒にいた。……のに。

（何も、されなかった……）

　お店ではあんなにいい雰囲気だったのに。私が翌日も仕事だってわかってたからか、透さんは軽いキスをしてくれるだけで、それ以上を求めてはくれなかった。もしそれが、その日だけだったなら、私もそれで納得できたけど。

「もう、１ヶ月なんだよな……」

「何がだ？」

「さ、桜庭さん」

「おう、久しぶりだな」

　桜庭さんに会うのは、あの日以来だった。

　あの後、桜庭さんは急遽２週間の出張が入ってしまい、私も仕事が忙しくて、社内で遠目に見かけることはあっても、話す機会はなかなかなかった。気まずい、と思うより早く、桜庭さんが、

「いいニュースと、悪いニュース、どっちから聞きたい？」

　イタズラっぽく笑いながらそう言った。

「……そのセリフを言いたいだけですよね」

「バレたか」

　桜庭さんの軽口に、ホッと胸をなでおろす。

「で、どっちだ？」

「あ、本当にニュースはあるんですね」

「当然だろ」

　桜庭さんの茶番に付き合って、うーん、と真剣に悩んでいるようなわざとらしい演技をする。

「じゃあ、いいニュースからで」

「販売部門に異動が決まったらしいぞ」

「……え？」

　言っている言葉の意味が飲み込めなくて、ぽかん、としてしまう。

「えっと、誰がですか？」

「商品サンプルを使った感想を丁寧なレポートにまとめて、異動願いと一緒に提出した、誰かさんが。まずは実店舗で販売員をすることになるらしいけど」

「つ、つまり」

「……ああ、ＢＡの仕事ができるぞ」

　桜庭さんの言葉が、頭の中で整理されていく。ＢＡの仕事が、できる、私が。ずっと、夢だったのに、自分で勝手に無理だって諦めていた、ＢＡさんに、なれる。

「あ、ありがとうございます！」

「お、おい、やめろよ。俺が決めたわけじゃないんだから」

「でもあの時、桜庭さんがサンプルをくれたおかげです」

「ああ、つまり、……俺が振られたおかげ、ってことか……」

「えっ、あ……」

　落ち込んでいるのをアピールするように、わざとらしく肩を落として桜庭さんがそう言った。それがわざとだってわかっていても、そう言われてしまうとどう反応すればいいか、わからなくなってしまう。

「えっと、その、その節は、あの」

「っはは、その節は、ってなんだよ！」

　私が慌てているのを見て、桜庭さんが声をだして笑った。

「……付き合ってるんだってな、マスターと。チサトさんから聞いた」

「え、チサトさんとお知り合いなんですか」

「ああ、飲み友達」

「の、飲み友達……」

　梟の常連同士で、梟の外でも交流があるなんて思いもしなかった。自分がいかに、透さんのことしか見ていなかったかを実感させられる。桜庭さんは、なんでもないことのように、「おめでとう」と言ってくれた。

「ありがとう、ございます……」

「それじゃ、悪い方のニュースも発表するか」

「え、そっちも本当にあるんですか」

　いい方が、ものすごくいいニュースだっただけに、悪い方を聞くのに身構えてしまう。神妙な面持ちの桜庭さんが、ゆっくりと口を開いた。

「実は、金町も異動になった。……販売部門に」

　言いづらそうに、心配そうに桜庭さんの表情が歪む。

「大丈夫か？」と聞かれて、「はい」と答える。

「……私、最近わかったことがあるんです」

「え？」

「私たちの仕事って、全てお客様に繋がってるんですよ」

　商品を開発したり、実際に工場で生産したり、営業したり、っていうところだけじゃなくて。総務部だって、人事部だって、経理部だって。会社を動かす全ての仕事が一つでもかけたら、商品を届けることはできない。

「私、こう見えても経理の仕事、手を抜いたことないんです。それだけが、私の誇りだったんです。誰に何を言われても、これだけは誰にも負けていない自信があります」

　要領が悪くても、仕事を押し付けられても、どんなに辛くても。私はきっと、頭のどこかではわかってた。私の仕事だって、ＢＡさんみたいに直接お客様に接するわけじゃないけど、どこかで、そこに繋がってるんだ、って。

「だから、たとえ販売部門に異動できても、できなくても、やることは同じです」

「同じ？」

「はい」

　私は、胸を張って答える。カウンターの向こうで、白いシャツでコーヒーを淹れてくれる透さんを想像しながら。

「自分の仕事を一つずつ、丁寧にやるだけです。他の人がどうしていようと、関係ないんです。だって、私たちの仕事は、お客様の笑顔のためにあるんですから」

「……なんだよ、くそ。マスターと付き合うようになって、一気にいい女になったな」

　桜庭さんが、なんだか困ったように微笑んでいて。

　私はそれに、「でしょう？」と笑って答えた。
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　透さんが閉店作業をするのを手伝って、一緒に部屋へ上がる。私も透さんもお互いに「話があるから」と、お店が閉まった後に会う約束をしていた。

　桜庭さんから異動の話を聞いた後、正式に異動通知が来て、辞令を渡された。金町さんも同じで、なんとなく嫌味っぽいことを言われた気がするけど、「今後ともよろしくお願いしますね」というと、それ以上は何も言われなかった。

　部屋の扉の前で、透さんが動きを止める。

　いつもならスラックスのポケットからシルバーの鍵を出して解錠してくれるのに。

「透さん？　どうしたんですか？」

「……鍵を、開けてくれないか」

「え？」

　透さんの言っている言葉の真意がつかめなかった。透さんが手を入れている、いつも鍵が入れられているスラックスのポケットに視線を落とすと、そこから、赤いリボンのついた銀色の鍵が取り出された。

「あかね」

「は、はい」

　透さんの整った顔にまっすぐに見つめられると、未だに緊張するな、なんて思っていたら。

「これからは、ここに通ってくるんじゃなくてここから会社に通ってくれないか」

「……えっ！」

　透さんから衝撃的な申し出があった。言葉を失っている間に鍵を渡され、まじまじと見つめる。え、嘘。それって、つまり。

「ど、どう、同棲、ってことですか？」

「……ああ。だめか？」

　確かに、一緒に暮らせたら、と思うことは私にもあった。

　私は平日の朝から夜まで仕事で、透さんは平日休日問わず、昼から深夜までの仕事。一緒にいる時間を作ることがこんなに難しいなんて思っていなかった。だから、もし、一緒に暮らせたら、なんて。そういう風に思うことはあったけど。

「嬉しい……」

　まさか、透さんから言ってもらえるなんて思わなくて。

「あかねの話っていうのは？」

「あ、そうでした」

　同棲の話に舞い上がって、大事なことを忘れていた。私は、勿体振るようにコホン、と小さく咳払いをして、

「販売部門への異動が決まりました」と発表した。

「……おめでとう。ずっと、夢だったんだもんな」

「ふふ、ありがとうございます」

　優しく髪を撫でられて、くすぐったい気持ちになる。

「あ、それじゃあ、開けますねっ」

　意気揚々と鍵を鍵穴に差し込んで、カチリ、と音がするまで回した。そっと鍵を抜いて、ドアノブに手をかける。ただ扉を開けるだけなのに、それをこんなに嬉しく思っている自分に、なんだか笑みが溢れる。もちろん、理由はそれだけじゃないけど。

　鍵を開けて部屋に入ると、玄関先で、透さんが後ろからぎゅっと包み込むように抱きしめてくれる。身長差のせいで、本当にすっぽりと透さんの中に包まれているような心地がした。ぎゅっと強く抱きしめられると、胸の奥がキュンと切なくなった。

「……透さん」

「ん？」

「キス、したいです」

　顔を向かい合わせていないから、言えたようなものだけど。初めて、自分からこういうことを言えた。あの日から、本当はずっと言いたかったこと。

　ゆっくりと身体を解かれ、向かいあう。

「……人がせっかく我慢してたっていうのに」

　小さな声で、透さんがそう言ったのは、聞こえないふりをした。靴を脱ぎ捨てて、部屋に上がりながら、もう、唇を重ねた。貪るような、激しいキス。唇が重なっているだけなのに、愛おしさが身体中から込み上がってきて、苦しいくらいだった。

「っぁ、とおる、さん」

「だからそれが、……煽ってるっていうんだよ」

　初めて見る余裕のない透さんの表情。シャツやエプロンが、乱暴に脱ぎ捨てられていく。私のシャツも脱がせて、玄関からベッドまでの間に、下着以外の着ていたものが小さな島みたいに点在していて。ぎゅっと握りしめていた、赤いリボンのついた部屋の鍵を、テーブルの上に置く。

「あかね、おいで」

　ベッド脇に腰掛けた透さんに呼ばれて、私はすぐにかけていく。透さんの部屋で着る為に用意しておいたベビードールと、下着だけの姿で。透さんが、自分の膝の上をポンポン、と叩いた。

「えっ」

「乗って」

「……はい」

　なんだか恥ずかしい格好になるような気がしたけど、透さんの片膝を、両腿で挟み込むようにまたいだ。あまり、体重をかけないようにしながら。

「……かわいいな」
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　ベビードールの裾をたくし上げられて、透さんの指が、そっと私の身体を撫でる。背中を、腰元を、パンツの縁を。指先で這うようになぞられて、だけど、それ以上は何もされない。

　さっき、あんなキスをしたのに。もう、身体は火照ってしまっているのに。焦らすような指先がもどかしい。

「透、さん」

「……なんだ？」

　私を見る透さんを見て、そこでやっと、透さんは私に何かを言わせたいんだってことに思い至った。指先が、パンツにかけられて。ベビードールの肩紐が、腕を滑り落ちていった。

「……いじ、わる」

「俺のこと、すごく優しいって千里に言ってたじゃないか」

「そう、だけど」

「今だって、優しく触ってるだろ」

　外れた肩紐をなぞって、腕から胸元へと指をすべらされて。身体に走る快感に、いやでも背中を反らせてしまう。背中に回された手で、いとも簡単に外されたブラジャーが、所在なさげに胸から浮いて、ベビードール越しに、胸の先が露わになった。

「っ、やぁ……」

「やだ？　……いい、の間違いだろ」

　膝の上に乗っているせいで、少しだけ透さんのことを見下ろすような形で。イタズラっぽく上目遣いで笑った透さんの唇が、ベビードールの上からちゅ、ちゅ、と乳首の周りを刺激する。もどかしくて、その先を期待してしまった乳首が、ぷっくりと膨らんでいく。

「……あかね」

「っ、なに、透さん……」

「本当にやだ？　嫌なら、ここでやめてもいいけど」

　そんなこと、思ってもないくせに。透さんはそう言って、ちぅ、と優しく乳首を吸い上げた。

「ああっ、ン……！」

「どうする？」

「……やだ……」

　私の言葉の奥を探るように、透さんの瞳が私を捉える。

「や、めな、いで……」

「よくできました」

「や、っ、ああっ……！」

　優しい言葉とは裏腹に、乳首を思い切り吸い上げられ、嬌声が漏れる。背中を反らせて、倒れてしまいそうになる身体を、透さんの首元に腕を回して防いだ。

　ベビードールも、ブラジャーも脱がされて、露わになった身体を隠そうと腕を交差させる。

「誰がそんなことしていいって言った？」

「きゃっ」

　軽々と抱きかかえるように体勢を変えられて、ベッドに押し倒された。そのままシーツへ縫い付けるように、両手首をまとめあげられる。

「……これでいいか」

　周りを見渡した透さんが、さっき脱いだばかりの私のブラジャーを手にして、私の手首に簡単に巻きつける。結んでいるわけではないし、強く縛り上げられているわけでもない。腕さえ下ろせば、そのままで身体を隠すことだってできる。それも、もちろん、透さんはわかってる。

「これなら、いつだって逃げられるだろ。……あかねが逃げたいと思えばな」

「っ、そ、んなの……」

　ずるい。無理やりしてくれたなら、透さんのせいにできるのに。絶対に、そうさせてくれない。見えない糸で、シーツに両腕を縫い付けられた気がする。

　私の反応を見ながら、透さんは私の両太ももの下に腕を滑り込ませて、私の脚を大きく開かせた。

「っ、透さん、やだっ、恥ずかしい、からぁっ……」

「やだ？　……こんなに濡れてるのに？」

「ああっ、んん！」

　濡れそぼったパンツの真ん中を指先で撫でられる。触られると、余計にパンツに愛液が沁みていくのがわかった。

「あっ、あぁ……あっ」

　口の端から漏れる嬌声が、自分でも知らない、甘い声になっていく。パンツにシミを作っていたそれが、溢れすぎてお尻や太ももの方へ垂れていくのを感じた。

　開脚させられたまま、パンツの隙間から指先が滑り込んでくる。直接触れる指の感覚。入り口を、その周りを、ゆっくりとなぞられる。

「っんん、あっ、ああ……」

「……すごいことになってるな、あかね」

　私の上に覆いかぶさって、だけど指先は私のことを攻めたままで。耳元で囁かれる。透さんの、低くて甘い声が耳元で囁く度、下腹部が強く疼いた。

「ほら、……音が聞こえるだろ」

「あっ、や、あぁんっ、ん……！」

　くちゅくちゅと響く水音が、やけに大きく感じられた。撫でるようにしか触れてくれなかった指先が、少しずつ激しさを増していく。濡れそぼった入り口に、指を押し当てられ、クリトリスが膨らんで。早く、って。子宮がぎゅっと縮こまったのがわかる。

　目線を落とすと、黒いボクサーパンツの中で、透さんのものが大きくなっているのが一目でわかった。身体をひねって、腕を揺らして、手首に絡まったブラジャーを外す。それから、透さんの下着の上から、反り立っているそれに、手を延ばした。

「……何、あかね」

　触れていても、透さんはなんでもないような顔を保とうとしていて。指先で下着を押し下げると、透さんの欲望が露わになる。

　……嬉しい。私で、透さんがこんな風になってくれることが。思わず、頬が緩んだ。それを見た透さんが、秘部から漏れ出た愛液でびしょびしょになってる私の太ももに、ものを押し当てた。指先じゃなくて、今度は、それで撫でるように。太ももを、秘部を、弄ぶ。

「っ、あぁ……透、さ……」

「……あかね、言って」

　私を見下ろしている透さんの表情からも、余裕はもう、とうに消えていて。触れたところに、お互いの身体に滲んだ汗がうつった。その時、突然気がついた。こうやって、私が能動的にセックスをしている流れにしたいのは、もしかしたら、透さんも不安だからかもしれない。こんなにかっこよくて、綺麗で、何不自由なく生きてきたようでいても。本当に私が、透さんと望んで身体を重ねているのか、確かめたいのかもしれない、って。

　そう思うと、透さんのことが急激に愛おしく思えて。秘部に触れられただけで、下腹部がぎゅっと締まった。

「……透さん、お願い……、挿れて？」

　大好き。透さんのことが。好きで好きで、たまらない。

　ベッド脇から取り出したゴムをつけて、透さんが私を見下ろす。その姿を見ているだけで、胸の奥がぎゅっと締め付けられた。下着を剥ぎ取られ、透さんの反り立ったものをゆっくりと挿入されていく。

「あっ、ああっ」

「……あかね」

　透さんが、ゆっくりと腰を奥へ押しやりながら、私の顔を覗き込む。唇を落とし、啄ばむようなキスをくれた。一瞬だけ感じた痛みが、緩やかにほぐされていく。

「ほら、キスに集中して」

「んっ、ん……ぁ、っ……」

　透さんの首に腕を回して、キスに夢中になる。啄ばむようなキスは、いつのまにか激しさを増し、開かれた唇から下を貪り合うようなキスになって。ゆっくりと奥まで挿入されたものを、透さんがゆっくりとピストンする。

「あっ、んんっ、ぁっ、あっあっ」

「かわいい、あかね……」

　唇が離されて、にっこりと微笑む透さんの顔が見えた。こんな状態で、こんな角度から見た私なんて、絶対、かわいくなんかないのに。そんなことを思っても、言う余裕はない。

　透さんが私の耳元に唇を寄せるように身体をかがめる。そのせいで、奥にある膣壁をじんわりと押されて。

「ひゃ、ああん……！」

　甲高い声を上げてしまう。それを見て、そのままの体勢で、ゆっくりと腰の動きが止まった。

「……どうした、あかね」

「ああっ、だ、め……透さ、ん……今、動かない、で、ね……？」

　ぎゅう、と奥の方で透さんを搾り取ろうとするみたいに、膣内がきつくしまったのが自分でもわかった。透さんの加虐心を刺激しないように、平静を装いながら、お願いしてみる。だけど。

「ああ、わかったよ」

「やっ、ああ！　あっ、あっ、だ、め、とぉる、さ……！」

　わかった、って言ったのに。太ももを両腕で支えられたままで、腰が浮いてしまいそうなくらい。突然、勢いよく奥まで突き上げられる。もう、何も考えられなくなる。口から漏れる声を、もう、かわいく繕うことも、止めることもできない。私の両脚を支える、透さんの手に、すがりつくように手を重ねた。

「ああっ、だめ、いく、いっちゃ、いっちゃう、からぁ」

「……っは、ああ、いい、よ」

「や、だ、って、ああっ、っあ、ま、だ」

　だってまだ、透さんはいかないのに。だから、まだ。まだ、だめ。……そう思ったのに、透さんは腰の動きを止めてくれない。それどころか、どんどん激しくなっていく。

「あっ、んん……！　だ、め、だめぇ、あっあっ、いく、いく……っ、ああっ！」

　ぎゅう、と強く締め上げて。身体中を駆け巡った快感に、背中をしならせた。息が、苦しい。汗が身体中から吹き出て、髪の毛も顔中に張り付いてる。

　私は大きく肩で息をしながら、髪の毛を額から剥がしていく。声を出しすぎて、喉もカラカラになってる。

「はぁ……、……っえ、ちょ、透さ」

　呼吸を整えていると、また、透さんが腰を動かし始めた。

「あっ、や、だ、今、だめっ」

「……イッたばかりで、感じやすい、から？」

　そう言った透さんの方を見ると、意地悪に、だけど愛おしむように優しく微笑んでいて。

（そ、ンなの、ずるい……！）

　そんな顔をされたら、何も拒めない。余裕のない私の、かわいくもない喘ぎ声を聞きながら、透さんが私の髪を撫でる。

「……好き、好きだ、あかねっ」

「あっ、んんっ、あ、わ、たしも、好きっ、好きぃ……っ！」

　透さんの腕に強く抱かれながら、しがみつくように背中に腕を回した。激しく動かされる腰をつかむように、両脚を回して。奥まで激しく突かれながら。そんな時なのに、こんなに余裕のない透さんを見られるのは、もう、私だけなんだってことが突然、嬉しくなってしまって。

「何、笑ってんだ」

「ふふっ、あっ、うれ、しくて」

　透さんを抱きかかえるように、ぎゅっと抱きしめる。

　耳元に唇を寄せると、透さんのピストンから、余裕がなくなっていく。

「耳、透さんもっ、あっ、よわ、いじゃな、いですか」

「っ、やめろ、あかね」

「嫌です、やめ、ませんっ……」

　ちゅ、ちゅ、と音を立てて耳に唇を落とした後、貪るように舌を這わせた。

「好き、透さん……っ」

　大好き。

　耳元で私が囁いたのと、透さんが私の中で果てたのと。どっちが先だったか、って後で子供みたいな言い合いすることになるんだけど、それはまた、今度。







◆








「んん……」

　もぞもぞと布団の中で身体を捻る。カーテンの隙間から漏れる陽の光に目を細めた。あったかい。熱源を求めて膝を曲げると、コツン、と何かにぶつかった。

「……おはよう、あかね」

「お、おお、おはようございます、透さん」

　隣で寝ていた透さんが、にっこりと微笑む。

　そうだ、昨日はあの後、透さんの部屋に泊まったんだった……。目が覚めてこんな至近距離に透さんがいるなんて、新鮮で、嬉しくて、だけど慣れないし、何より。

（ま、待って、よ、よだれとか垂れてないよね……!?）

　口元に手を添えて確認する。よだれは垂れてなかったけど、……嫌な予感が頭をよぎる。

「私また……化粧を落とさずに寝てしまいました……」

　ガックリとうなだれていると、透さんが不思議な物を見るように私を見た。

「昨日、眠りかけた時に突然起き上がって、顔を洗うって言っていたが」

「え？」

「洗ってないのか？　鞄から化粧品を取り出して洗面所へ行ったから、てっきり……」

　透さんが私の顔をじっと見る。

「あ、あんまりジロジロ見ないでください！　自分で確認してきますからっ」

　慌てて起き上がり、洗面所へ向かった。ボサボサの髪の毛を手櫛で直しながら鏡を覗き込む。

「あれ……ちゃんと洗ってる」

　洗ったことなんて全く記憶にないのに。このところちゃんと、寝る前、入念にスキンケアしてたから、習慣化できてたのかも。

　髪の毛を適当にまとめて、顔を洗う。タオルでそっと水滴を拭い、化粧水を塗ろうと手を伸ばした。

「……あ」

　並べられていた化粧水や乳液の、蓋が全て開いたままだった。

「まだまだ詰めが甘いな、私」






　朝食は梟で食べよう、と透さんに誘われ、店舗のある地下へ階段を降りていく。扉を開けると、コーヒーのいい香りがして、自然と深呼吸をしてしまう。

「……やっぱり、落ち着く」

　私の言葉に透さんが微笑んで、エプロンをしながらカウンターへ入った。

「座ってて」

「は、はい」

　手伝ったほうがいいかな、でもカウンターの奥に勝手に入るのは図々しいかな、なんて立ちすくんでいた私をカウンター席へ誘い、透さんは慣れた手つきでコーヒーを淹れていく。同時に、パンや目玉焼きを焼き始める。最後に、塩のきいたベーコンをカリッと焼いて、キャベツとプチトマトを添えてくれた。

「うわぁ……美味しそう」

　こぼれ出た言葉に、透さんがふわりと優しく微笑んだ。カウンターを出て私の隣に座り、それから、

「あかね」

　まっすぐに私の名前を呼ぶ。

　その瞳は柔らかで、あったかくて、なんだか少しだけ緊張しているようだった。

「透さん？」

「これからもずっと、あかねにコーヒーを淹れて、そうやって生きていきたい」

「……私も、ずっと透さんといたいです」

　透さんからの言葉が嬉しくて。じっと見つめていると、昨晩のことを思い出してしまって。恥ずかしいと思ってるのがバレないように、私はコーヒーに視線を落とし、「いただきます」と手を伸ばした。

　その時。

「透！　部屋にいないってことはこっちにいるんでしょ――ってあら？　あかねじゃない」

「チ、チサトさん」

　私があからさまに動揺してしまったせいか、状況を見て判断したのかわからないけど、チサトさんの顔がだんだんとほころんでいき、完全にからかうつもり満々のニヤケ顔になっていく。反対に、透さんの表情が視界の端で曇っていった。

「え？　なに？　なになに？　なんで？　え？　え、え、まさか？　ついに？」

　にやけた表情で私と透さんを交互に指差しながら、チサトさんが近寄ってくる。

「おい、うるさいぞ千里」

「やだもー！　朝チュンタイムじゃなーい！　ごめんね変な時に来ちゃって！」

「そう思うなら帰れよ」

「やーよ、あたしにも朝ごはんちょうだい」

　チサトさんは透さんを椅子から下ろすように身体で押しながら、私と透さんの間に無理やり入ってくる。押し出され、渋々といった様子でカウンターへ戻っていった透さんに「ありがと、透っ」と投げキスをした。

「……お前の分は有料だからな」

「ケチくさ！　ちょっとあかね、いいの？　こんな男で」

「はい。……透さんがいいんです」

「はぁー！　聞いたあたしが馬鹿だったわ」

　呆れた口調でそういったチサトさんは、透さんが自分用に作った朝食とコーヒーに、無遠慮に手をつける。ちょっと拗ねた感じの顔をしていたのに、美味しい、って思ってるのが横顔からにじみ出ていて、なんだか可愛い。

「……何笑ってんのよ、あかね」

「あ、いえ。私もコーヒー、いただきます」

「どうぞ」

　透さんにそう言って、コーヒーをようやく口に運ぶ。

「……美味しい」

　ホッと息をついた私の顔を見て、チサトさんが、

「よかったわね、あかね」

　と、微笑んだ。さっきまでのからかう口調じゃなくて。やっかむふりでもなくて。優しい、お姉さんの表情。

「……あんた、可愛くなったわ」

　そう言われて、チサトさんと初めて会った時のことを思い出す。

　初対面で泣き喚いて、ブスって言われて。

　お互い、最悪な出会いだったはずなのに。チサトさんがいなかったら私、きっと今、ここにはいないなって。

「ありがとうございます、チサトさん」

　私がお礼を言うと、チサトさんは「ほんと感謝しなさいよねー！」なんて照れながら軽口を飛ばした。

「……で、何しに来たんだ？」

　自分の分の朝食を作り直した透さんが、チサトさんとは反対側の私の隣に座る。それから、コーヒーを飲みながらチサトさんをジト目で見た。

「あ、そうそう。あたしね、好きな人ができたのよ！」

「えー！　おめでとうございます！」

「めでたくないわよ、まだ落としてないんだから」

　私の言葉に、わかってないわね、って感じでそう言ったチサトさんだけど、その表情はなんだか嬉しそうだ。

「……それがなんで、朝からうちに駆け込んでくる理由になるんだよ」

「ここの常連さんなのよ。何かいい情報を知らないかと思って！」

　チサトさんの話にはもう興味がなくなったらしい透さんが、コーヒーを飲んでパンを口に運んだ。チサトさんはお構いなしに話を続ける。

「この間、外で会って飲んでたんだけど。なんか最近失恋しちゃったみたいでさ、しゅんとしてる姿を見てたら可愛くなっちゃって」

「母性をくすぐられたんですね」

「そうなのよー！　あっ、しかも結構年下だからさ、そこらへんも透にアドバイスをもらおうかと思って」

　楽しそうに喋るチサトさんを見ながら、コーヒーに手を伸ばした。カップに一口分だけ残っていたコーヒーを飲むと、身体が温まって。鼻腔をくすぐる香りが、私はやっぱり好きだな、なんて思って。

「あかね的にはどうなの？　年の差とか気にならない？」

　チサトさんからの質問に、私は胸を張って「気にならないですよ」と、答える。

「だって私、透さんのこと大好きですから」

　ポケットの中で、赤いリボンの合鍵が、小さく揺れた気がした。
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